


　本会は、昭和21年4月の設立以来、加盟団体及び多くの関係者の深い御理解と御支援をいただきながら、本県の
スポーツ振興をリーダー的な立場で担ってまいりました。
　 また、昭和47年4月に財団法人許可並びに平成24年4月から公益財団法人として新たなスタートをしており
ます。
　この度、更なる本県スポーツ界の発展を期し、本会が本県スポーツの統一組織として、「スポーツ」という文化を
後世に継承していく使命を果たすために、本会の総意として、これまで使用してきた「公益財団法人熊本県体育協
会」の名称を「公益財団法人熊本県スポーツ協会」に改称し、改めて力強く歩みを進めていくことになりました。

○新名称 公益財団法人熊本県スポーツ協会
 英文表記：Kumamoto Sport Association
 ＊複数形の「Sports」は競技や種目の集合体を表現する際に用いられる場合が一般的であるため、本会の名称に採用するスポー
  ツは、本会の趣意に基づき人類共通の文化としてのスポーツを意味する単数形の「Sport」を用いることとする。

○変更時期 令和２年４月１日

　本会の名称変更を機に、今号から本会報誌を「熊本県体育協会」から「スポーツKUMAMOTO」にリニューアル
しました。今後も会報誌の内容を読みやすくするとともに、本会の活動や県内のスポーツに関する情報を分かり
やすくお届けできるよう努めて参ります。どうぞよろしくお願いいたします。

　公益財団法人熊本県スポーツ協会は、県民の皆様に多大な御理解と御支援をいただきながら、スポー
ツの振興が社会の健全な発展に寄与するとの理念のもと、「本県のスポーツを振興し、県民の体力向上
を図り、スポーツ精神を涵養し、もって県民の心身の健全な発達に寄与する」ことを目的に協会活動を
続けております。
　現在では72加盟団体（２０郡市体育・スポーツ協会、49競技団体、３学校教育団体）と協働のもと、本
県のスポーツを統括する団体として、“スポーツが持つ限りない力を最大限に生かし、明るく豊かで健
康的な活力ある熊本づくり”を目指しております。
　また、本会は昭和21年の創立以来、昭和47年4月に財団法人許可、平成24年4月から公益財団法人
として公共の福祉に資する活動を行っており、この度、本年4月1日から更なる本県スポーツ界の発展
を期し、本会が本県スポーツの統一組織として、「スポーツ」という文化を後世に継承していく使命を果
たすため、「公益財団法人熊本県スポーツ協会」として新たなスタートをしたところでございます。
本会は、各種スポーツ振興事業を通して、県民に夢や希望を与えることができるトップアスリートを養
成し、熊本の競技力を全国に発信するとともに、更なるスポーツ文化の向上とスポーツの社会的な貢
献を果たすため、誰もが、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツができる環境を整備し、「競技力の向
上」「地域スポーツの振興」「青少年の健全育成」に努めて参ります。
　本会の活動につきましては、これまで熊本県の多大な財政援助のもとに成り立っており、御承知のと
おり、本県の財政状況を考慮すると、多くを望めぬ現実にも直面しています。そのため本会では、加盟団
体と協力して自助努力を行う一方、県民の皆様にも広く呼びかけ、寄附金を仰ぐことといたしました。
令和元年度は、各方面から多大な御理解をいただき、多くの寄附金をいただくことができました。誠に
ありがとうございました。
　経済状況が厳しい中に、このようなお願いを申し上げるのは、誠に恐縮ではございますが、何卒趣旨
を御理解いただき、更なる御協力を賜りますようお願い申し上げます。

※免税措置等についてのお問い合わせ　　担当：松本

本会は、令和２年４月１日から
『公益財団法人熊本県スポーツ協会』へ名称を変更しました。

会報誌をリニューアルしました

免税募金のお願い
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令和元年度 免税募金協賛企業・団体・個人

肥後銀行従業員組合
（株）九建ホーム
あつまるレークカントリークラブ
熊本日産自動車（株）
（一財）熊本公徳会
（株）大豊
（株）エフエム熊本
（株）熊本ホテルキャッスル
（株）肥銀コンピュータサービス
肥銀ビジネス教育（株）
熊日都市圏販売（株）
宝興業（株）
熊本県経済農業協同組合連合会
（有）松屋本館
（株）カリーノファシリティーズ
佐藤企業株
宮川輝之法律事務所
（株）奥羽興産
川原胃腸科内科
（有）おおがスイミングスクール
（株）荒木板金工場
（株）コスギ不動産
（株）古荘本店
名鉄観光サービス（株）熊本支店
熊本ギフト（株）
シミズ不動産
宇城市体育協会
熊本県ホッケー協会
島田　俊郎
坂本不出夫
松本　あまね
藤山　徹雄
赤星　隆弘
平田　浩一
石田　勝

肥後銀行　役職員一同
（株）電通九州熊本支社
あつまる阿蘇赤水ゴルフ倶楽部
清水電気工業（株）
（一社）熊本都市建設業協会
（株）緑研
（株）熊日広告社
（株）ＪＴＢ熊本支店
（株）百花園
アサヒビール（株）熊本支社
肥後商事（株）
らくのうマザーズ
熊本県果実農業協同組合連合会
（株）インターライフ
（株）城野印刷所
九州産交運輸（株）
熊本県漁業協同組合連合会
（株）吉永商会
南熊本病院
（株）陽かりの郷
（株）木村建設
（株）建吉組
（株）志水工務店
熊本日産観光（株）
立尾電設（株）
熊本県グラウンド・ゴルフ協会
熊本県少林寺拳法連盟
熊本県山岳連盟
白瀬貴美子
秋岡　廣宣
緒方　知秋
小林　義勝
坂下　玲子
荒木　泰臣
大賀　睦朗

（株）緒方建設
コカ・コーラボトラーズジャパン（株）
熊本学園大学
朝日野総合病院
（有）植翠園
（株）森田緑化造園
（株）清永宇蔵商店
（株）リフティングブレーン
（株）友和会
原田木材（株）
肥銀カード（株）
熊本県住宅メーカー協議会
くまもと乳腺・胃腸外科病院
（株）熊本地方卸売市場
（株）日本旅行熊本支店
熊日サービス開発（株）
（株）ワコー
三ツ矢建設（株）
幸村医院
（有）江里運送
（株）トータルインフォメーション
（株）藤本物産
（株）いけだ心善社
熊青西九州青果（株）
つばめタクシー（株）
（一社）熊本県サッカー協会
人吉球磨カヌー協会
熊本県トライアスロン連合
松尾　具親
本松　賢
阪本　達也
坂梨　登美代
佐村　美穂子
土山　隆名
西田　健朗

（株）緒方生コン
司観光開発（株）
（株）熊本リビング新聞社
（一社）熊本県優良住宅協会
（株）熊本銀行　従業員組合
（株）いづの造園
（株）杉養蜂園
（株）熊日会館
（株）エコポート九州
木上梅香園（株）
西日本電工（株）
熊本日日新聞販売店協同組合
（税）ユース会計社
（株）熊日物流
野村證券　（株）熊本支店
九州綜合サービス（株）
（公社）熊本県観光連盟
熊本保健科学大学
（有）サン・ハート
（有）尾上商事
（株）フードパル熊本
（株）熊本シティエフエム
（株）環境総合技術センター
住友三井オートサービス（株）
水俣地区生コンクリート協同組合
熊本県銃剣道連盟
（一社）熊本県バスケットボール協会
熊本県体育協会役職員一同
松本　あさひ
西村　浩二
園木　洋二
長田　政敏
中島　仙一郎
藤本　康子
西田　佳子

（有）緒方建材
（有）瀬戸口孵化場
（株）アネシス
（一社）熊本県造園建設業協会
（株）ルミナスホーム
（株）マイスティア
（株）ＫＳ
（株）ＴＫＵヒューマン
（株）ヨネザワ
大海水産（株）
肥銀リース（株）
ＪＴＢ協定旅館ホテル連盟熊本支部
（一社）生命保険協会熊本県協会
（株）大劇
熊本管工建設（株）
大日本印刷（株）
（株）RKKメディアプランニング
熊本回生会病院
（有）多喜田塗装
（株）ＲＴＹ
（株）高田塗装
（株）協和印刷
東京海上日動火災保険（株）熊本支店
エイティー九州（株）
ハートリンク水俣
（一財）熊本陸上競技協会
熊本県なぎなた連盟
飯村　光敏
青山　正志
河村　邦比児
松本　健瑠
櫻井　スミコ
辛木　秀子
荒木　英幸
溝下　隆正 3
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　大相撲秋場所で熊本県出身力士として
初の幕内最高優勝を果たし、大関に昇進
した宇土市出身の正代関。県民に明るい
ニュースをもたらしてくれたのはもちろ
ん、県のスポーツ振興と発展に尽力して
いる関係者、スポーツ指導者にとっても
大きな喜びと励みになりました。正代関
は、熊本農業高校在学時及び東京農業大
学在学時の計３回、熊本県代表として国
民体育大会に出場されています。高校生
の時出場された2009年の第64回トキめき
新潟国体では、少年男子団体５位、個人で
はみごと優勝という輝かしい成績で、熊
本県代表として大いに貢献していただき
ました。
　今回、今号発刊にあたり、電話でお話し
を伺うことが出来ました。

―国体出場時の思い出
　（2009年 第64回トキめき新潟国体　少年男子）
　 高校の一試合というよりは、熊本県代表を背負って出場し
てるという重圧があって緊張したのを覚えています。
―熊本の好きな場所(思い出の場所)
　好きな場所というか…必ず行く場所っていうわけではな
いんですが、熊本に帰った時には親と夕飯の買い物とか行く
んですけど、母が勤めているということもあって地元のスー
パー(具体的に店名を挙げて)に行くんですよ。なので、そこで
すかね。
―スポーツを頑張っている熊本の子ども達へメッセージ
　このコロナ禍の状況で僕たちも場所が中止になったりしま
した。大会や試合などに向けて努力してきて、それが中止に
なってしまってやり場のない気持ちもあると思います。

　だけど、その努力は絶対に自分を裏切らないし、必ず将来の
自分の為になるので！
その気持ちで日々の練習をやって欲しいと思います。

　気さくで飾らない話し方の中に正代関の温かい人柄が垣間
見えました。
　新大関として挑む来場所に向けての稽古のさなか、最後ま
で真 に丁寧なご対応をいただき、ありがとうございました。
　今後のご健勝と更なるご活躍を祈念しております。　

大関昇進

熊本出身力士初

58年ぶり

祝

幕内最高優勝

正代関
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2019年度（令和元年度）事業報告

１　会議関係（県スポーツ協会関係）
 （１）評議員会
  ①定時（６月１４日：水前寺共済会館／評議員出席43人）
   ・平成30年度事業報告及び決算・監査報告について
   ・評議員の選任（交代）について
   ・理事の選任（交代）について
  ②臨時（決議省略による評議員会：３月18日決議／評議
   員全員同意）
   ・熊本県体育協会の名称変更について
   ・第 75回熊本県民体育祭玉名荒尾大会実施要項について
 （２）理事会
  ①第１回（５月30日：ホテル熊本テルサ／理事出席18人）
   ・平成30年度事業報告及び決算・監査報告について
   ・評議員の選任（交代）について
   ・理事の選任（交代）について v
   ・顧問の委嘱について
   ・令和元年度熊本県体育協会表彰について
   ・国民体育大会及び国民体育大会九州ブロック大会の
    本部役員編成について
   ・令和３年度第76回熊本県民体育祭（八代市・八代郡）
    の開催について
   ・定時評議員会の開催について
  ②第２回（12月５日：県民総合運動公園陸上競技場会
   議室／理事出席23人）
   ・第 75回国民体育大会冬季大会本部役員編成について
   ・臨時評議員会の開催について
　   ・スポーツ振興くじ助成事業の申請について
   ・熊本県体育協会の名称変更について
  ③第３回（決議省略による理事会：３月９日決議／理事全
   員同意）
   ・令和２年度事業計画及び予算について
   ・第 75回熊本県民体育祭玉名荒尾大会実施要項について
   ・熊本県体育協会の名称変更について
   ・評議員会（文書提案）の実施について
 （３）役員会　＊理事会等の審議事項について
  ①第１回（５月２３日：水前寺共済会館／出席５人）
  ②第２回（７月１９日：ＡＮＡクラウンプラザホテル熊本
   ニュースカイ／出席８人）
  ③第３回（１１月２１日：水前寺共済会館／出席８人）
  ④第４回（２月２０日：ホテル熊本テルサ／出席９人）
 （４）総務常任委員会
  ①第１回（４月２５日：水前寺共済会館／出席５人）
   ・平成３０年度総務関係事業報告・決算報告について
  ②第２回（２月１４日：水前寺共済会館／出席４人）
   ・令和２年度総務関係事業計画・予算について
   ・熊本県体育協会の名称変更について
   ・役員改選（評議員・理事・監事）の進め方について
 （５）定期監査（5月15日：県民総合運動公園陸上競技場会
  議室／監事３人出席）
  ・県体育協会監事による事業及び会計の監査
２　会議関係（日本スポーツ協会関係）
 （１）評議員会
  ①定時（6月 21 日：東京都／西村専務理事＜評議員＞・
   辛木常務理事＜日ス協理事＞）
   ・平成３０年度事業報告及び決算について
   ・加盟団体規程の改定について
   ・定款の改定について
   ・評議員候補者の推薦について
   ・次期役員の選任について
   ・日本スポーツ協会への加盟について
 （２）理事会　＊令和元年度日本スポーツ協会定時評議員会ま
  で九州ブロック選出理事（辛木常務理事）
  ①第１回（4月24日：東京都）
  ②第 2回（6月5日：東京都）
 （３）加盟団体代表者会議（３月１８日：東京都／専務理事）
  ＊新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止
  ・令和２年度新規事業説明
  ・日本スポーツ協会スポーツ推進方策の進捗
  ・スポーツ団体ガバナンスコードについて
 （４）スポーツ団体ガバナンスコードの適用に関する説明会（２
  月 21日：東京都／専務理事）
  ・スポーツ団体ガバナンスコードの適用に関する説明
 （５）加盟団体事務局長会議（４月13日：東京都／事務局長）
  ・2019年度事業・予算等の詳細について
 （６）スポーツ団体ガバナンスコード (案 ) 及び加盟団体規定
  等改定 (案 ) 説明会（４月13日：東京都／事務局長出席）
  ・スポーツ団体ガバナンスコード ( 案 ) 及び加盟団体規
   定等改定 (案 ) に関する説明
 （７）都道府県体育協会国体連絡会議（3月18日：東京都／
  専務理事）
  ＊新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止
  ・第７５回国民体育大会（鹿児島県）について
  ・国民体育大会に関する協議・連絡事項について
 （８）加盟団体経営フォーラム（3月17日～18日：東京都
  ／事務局次長）
  ＊新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止
  ・高度化、専門化するスポーツ団体の法人運営に適切に
   対応するための講座（６コマ）
３　会議関係（都道府県体育・スポーツ協会連合会関係）
 （１）総会（3月17日：東京都／専務理事）
  ＊新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため書面決議に
   変更
  ・令和元年度事業報告・決算報告について
  ・令和２年度年度事業計画・予算について
  ・規約の改定及び名称の変更について
 （２）西地区事務局長研修会（11月 14日～15日：高知県
  ／事務局長）
  ・日本スポーツ協会事業説明
  ・講演会「適切なスポーツ活動を継続するための組織づ
   くり」
 （３）事務局職員研修会（12月４日～６日：鹿児島県／事務
  局職員）
  ・日本スポーツ協会・都道府県連合会・鹿児島県（国体
   開催）等事業説明
  ・テーマ別分科会（総務・競技スポーツ・生涯スポーツ）
   及び研究協議等
４　会議関係（九州地区体育・スポーツ協会連絡協議会関係）
 （１）連絡協議会
  ①第１回（4月4日～5日：佐賀県／専務理事他４人）
   ・平成30年度連絡協議会事業・決算報告について
   ・2019年度連絡協議会事業計画・予算について
   ・平成 30年度国民体育大会第38回九州ブロック大会
    事業・決算報告について
   ・2019年度国民体育大会第３９回九州ブロック大会予
    算・実施要項について
   ・2020年度国民体育大会第40回九州ブロック大会日
    程及び会場地について
  ②第２回（11月７日～８日：沖縄県／専務理事他３人）
   ・令和元年度国民体育大会第39回九州ブロック大会の
    反省について
   ・令和２年度国民体育大会第40回九州ブロック大会総
    則・日程等について
   ・令和３年度国民体育大会第41回九州ブロック大会について
   ・九州地区体育協会連絡協議会名称及び規約の改正について

５　会議関係（その他）
 （１）スポーツ振興事業助成（toto）説明会（11月 29日：
  福岡県／事務局次長）
  ・令和２年度の助成内容及び事業概要の説明
  ・助成金の適正使用に関する注意事項
６　事業関係
 （１）加盟団体長・理事長会（1月11日：ホテル日航熊本／
  本会役員・加盟団体等127人）
  ・講演「勇者のマインドセット」
   藤井　雄一郎 氏（公益財団法人日本ラグビーフット
   ボール協会強化委員長）
 （２）国際・全国スポーツ大会優勝祝賀会（1月11日：ホテ
  ル日航熊本／248人）
  ・2019 年に実施された全国大会等で優勝した個人・
   団体（優勝者数／16競技：延べ172人）

 （３）広報活動
  ①会報誌発行：年2回（12月・3月）各2000部発行
  ②ホームページ：年4回（6月・9月・12月・3月）更
   新＊お知らせ欄は随時更新
 （４）県体協親善ゴルフ大会（11月 26日：くまもと城南カ
  ントリークラブ）
  ・県体協役員、協賛・加盟団体から４４人参加
 （５）会長杯ゴルフ大会（２月８日：あつまるレークカントリー
  クラブ）
  ・県体協役員、協賛・加盟団体から30人参加

１　会議関係
 （１）常任委員会
  ①第１回（4月26日：水前寺共済会館／委員２名出席）
   ・平成３０年度事業報告、決算報告について
  ②第２回（10月30日：県民総合運動公園／委員２名出席）
   ＊第２回県民スポーツ専門委員会と合同会
   ・第 74回熊本県民体育祭宇城地域大会について
   ・今後の熊本県民体育祭の意見要望
   ・第 75回熊本県民体育祭玉名荒尾大会について
  ③第３回（2月10日：水前寺共済会館／委員４名出席）
   ・令和２年度業計画（案）・予算（案）について
   ・熊本県民体育祭について
＜ 県民スポーツ専門委員会 ＞
１　会議関係（県スポーツ協会）
 （１）専門委員会
  ①第１回（７月３日：県民総合運動公園陸上競技場会議室）
  ＊荒天のため中止。書面協議へ変更
  ・指導者養成関連及び県民体育祭関連（調査説明・結果報告）
  ②第２回（10月 30日：県民総合運動公園陸上競技場会
   議室／委員４９人出席）
　　　＊第２回地域スポーツ常任委員会と合同会
　　　・内容は上記「第２回常任委員会」を参照
２　会議関係（日本スポーツ協会）
 （１）事務担当者会（4月 15日～ 16日 : 東京都／事務局
  １名出席）
  ・平成31年（令和元年）度事業概要及び各種手続き説明
 （２）全国スポーツ指導者連絡会議（１２月６日：東京都
  ／代表委員（指導者協議会会長）１名出席）
  ・日本スポーツ協会からの伝達事項及び指導者養成事業
   に関する協議
３　会議関係（熊本県民体育祭）
（１）第74回熊本県民体育宇城地域大会
 ①第１回郡市代表者会・抽選会（８月７日：県庁地下大会議室）
  ・郡市別参加人員・参加競技、競技配点の確認。
 ②第２回郡市代表者会（８月２８日：県庁地下大会議室）
  ・選手変更について
 ③熊本県民体育祭宇城地域会実行委員会第 2回総会（４月
  12日：宇城市役所／副会長出席）
  ・平成３０年度実行委員会決算について
  ・平成３１年度実行委員会予算について
 ④熊本県民体育祭宇城地域会実行委員会解散総会（11月26
  日：宇城市役所／常務理事出席）
  ・第 74回大会報告について
  ・第 74回大会決算報告について
 （２）第75回熊本県民体育玉名荒尾大会
  ①熊本県民体育祭玉名荒尾大会実行委員会総会（９月５日：
   玉名市民会館／副会長出席）
   ・実行委員会規約及び役員について
   ・実行委員会事業計画について
４　事業関係（大会関係）
 （１）第74回熊本県民体育祭宇城地域大会
  ・期日：令和元年９月１４日～１５日
  ・主会場：宇城市、宇土市、美里町
  ・参加人員：加盟地域体育協会の監督選手･役員総数6,874
   名（公開競技を除く）
  ・成績：男女総合
   １位：熊本市　２位：菊池郡市　３位：八代市
   女子総合
   １位：熊本市　２位：八代市　３位：球磨郡
   総合躍進
   １位：八代郡　２位：下益城郡　３位：菊池郡市
   入場行進優秀団　人吉市・宇土市・宇城市・葦北郡

  ・公開競技　競技実施＜カヌー、ウエイトリフティング、
   ボクシング、登山、セーリング、ゴルフ、新体操、レ
   スリング、ハンドボール女子＞
  ＊ラグビーフットボール（WC開催のため）、日本拳法
   （人数不足のため） 開催中止

 （２）日本スポーツマスターズ2019岐阜大会（9月 20日
  ～ 24日：岐阜県）
  ・主催：公益財団法人日本スポーツ協会並びに開催県関係
   団体
  ・実施競技：水泳、サッカー、テニス、バレーボール、バ
   スケットボール、自転車、軟式野球、ソフトテニス、ソ

   フトボール、バドミントン、空手道、ボウリング、ゴル
   フ (13競技 )
 （３）日中成人スポーツ交流事業・静岡大会視察＜令和2・3
  年度熊本県実施＞
  ・期日／場所：11月25日～28日／静岡県静岡市
  ・視察内容：県競技団体関係者（テニス・バスケットボー
   ル・卓球・バドミントン）及び事務局員による次年度
   開催に向けた競技会視察及び日本スポーツ協会並び
   に静岡県関係者との情報交換
５　事業関係（研修会・講習会関係）
 （１）熊本県スポーツ指導者研修会（6月29日：グランメッ
  セ熊本／128人参加）
  ・講演Ⅰ
   演題：スポーツ指導における法的問題について
   講師：合田 雄二郎 氏（弁護士・日本スポーツ法学会）
  ・講演Ⅱ
   演題：スポーツを効果的に行うための障害予防
   講師：陣上 修一 氏（熊本保健科学大学・本会トレーナー
   部会・公認ＡＴ）

 （２）公認スポーツ指導者全国研修会（12月7日：東京都／
  代表委員：指導者協議会副会長１名出席）
  ・講演Ⅰ
   演題：これからのスポーツ指導者に求められること～
   より良いスポーツの「場」を目指して
   座長：松尾 哲矢 氏（立教大学教授）
   ゲストスピーカー：上野 和香子 氏（北柔会）・内村
    周子 氏（Shuバレエスタジオ）
  ・講演Ⅱ
   演題：スポーツにおける勇気づけ
   講師：岸見 一郎 氏（哲学者）
 （３）スポーツリーダー養成講座（ＮＨＫ学園の通信講座）　　
  ・ＮＨＫ学園の通信講座／年４回開催（４季随時受付）
  ・関係団体（競技団体、市町村体育協会、総合型地域ス
   ポーツクラブ）にパンフレット送付・周知
 （４）指導員養成講習会
  ・共通科目Ⅰ：ＮＨＫ学園の通信講座
  ・専門科目：日本スポーツ協会委託事業／実施希望無し
  独自開催事業／バレーボール：８月 31日～９月８日／
  23名受講
  バドミントン：10月19日～20日／12名受講
 （５）上級指導員養成講習会　＊実施希望無し

６　事業関係（助成事業関係）
 （１）地域スポーツ普及事業　　
  ・助成対象団体：本会加盟の地域体育協会
  ・助成額：2,700,000円

 （２）スポーツ教室開設事業（幼児期からのアクティブ・チャ
  イルド・プログラム訪問教室）　　
  ・地域のスポーツ少年団やスポーツクラブ等にACPの講師を
   派遣し、体験教室を実施。派遣実績6か所 延 334名参加

 （３）スポーツ指導者等と地域スポーツのマッチング・情報提
  供事業
  ・地域から要望があったスポーツ指導者やスポーツ関係
   の講師について、本会加盟団体や本会役員と連携し、
   マッチング・情報提供を積極的に行う。７団体に対し
   て講師等を紹介。

（Ⅰ）総務常任委員会

（Ⅱ）地域スポーツ常任委員会 

体協名 実　施　事　業　名
熊本市 熊本市民スポーツ講演会
八代市 熊本県民体育祭選抜強化練習
人吉市 スポーツ教室事業
荒尾市 熊本県民体育祭強化事業
水俣市 ニュースポーツ交流大会
玉名市 県民体育祭に伴う各種目団体組織整備強化

宇土市 国体開催記念ジュニアヨット教室、長距離陸上記録会、地区対抗
駅伝競走大会、陸上競技強化練習会

上天草市 上天草市民体育祭
宇城市 県民体育祭強化練習・選手強化事業

天草市 スポーツ教室事業（アーチェリー・バドミントン・バレーボール・
ハンドボール）

山鹿市 熊本県民体育祭予選会
玉名郡 組織基盤整備事業
菊池郡市 熊本県民体育祭菊池郡市選手強化事業
阿蘇郡市 阿蘇郡市民体育祭
上益城郡 陸上競技強化合宿事業

下益城郡
ソフトテニス協会ジュニア強化及び審判講習会、グラウンドゴル
フ協会普及指導員講習・実技講習会、バドミントン協会実技講習
会、テニス協会実技講習会、陸上競技協会審判講習会

八代郡 幼児体育支援
葦北郡 県民体育祭選手強化事業、熊日三太郎駅伝競走大会
球磨郡 球磨郡民体育祭
天草郡 県民体育祭選手強化事業

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 2019年
20競技 25競技 21競技 27競技 16競技
180人 243人 190人 222人 172人

＜祝賀会対象者の推移（監督含む：延べ人数）＞

開催年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
参加人数 104人 132人 149人 128人

＜研修会参加人数＞

開催年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
開催郡市 阿蘇郡市 人吉球磨 特別大会 宇城地域
参加人数 開催中止 6627人 6607人 6874人

＜熊本県民体育祭 採点競技　選手・監督の参加人数（郡市役員・競技会審判役員除く）＞

競技名 優勝 (男 ) 優勝 ( 女 )
陸上競技 球磨郡 八代市
水　泳 球磨郡 熊本市
軟式野球 宇城市、天草市
ソフトボール 菊池郡市 宇土市
ソフトテニス 天草市　※男女混成
卓　球 菊池郡市　※男女混成

バドミントン 熊本市 葦北郡
バレーボール 玉名市 玉名市
バスケットボール 熊本市 熊本市
ハンドボール 宇城市 ―
サッカー 熊本市 ―
柔　道 熊本市 ―

競技名 優勝 (男 ) 優勝 ( 女 )
剣　道 熊本市　※男女混成
弓　道 熊本市　※男女区別なし
相　撲 宇土市 ―
銃剣道 宇城市 ―
空手道 葦北郡 ―

アーチェリー 熊本市　※男女区別なし
クレー射撃 人吉市　※男女区別なし
馬　術 人吉市　※男女区別なし
テニス 熊本市　※男女混成

ゲートボール 天草郡 熊本市
ボウリング 熊本市　※男女区別なし
グラウンド・ゴルフ 天草郡 下益城郡

・競技別成績（採点競技）

実施競技 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
ソフトテニス指導員 11人 ― 26人 ―
卓球上級指導員 11人 5人 ― ―
ソフトボール指導員 ― 13人 ― ―
空手道指導員 ― 26人 ― ―
空手道上級指導員 ― 16人 16人 ―
バドミントン指導員 ― 10人 ― 12人
バレーボール指導員 ― 56人 54人 23人

＜本県開催 指導員・上級指導員　養成講習会 受講者（新規取得者）＞

団体名 日時 会場 講師 参加者
NPO法人総合
型クラブSCC
宇城

６月
22日

学童期のトレーニ
ングと外傷予防

金澤 浩 氏（スポー
ツ医科学専門委員
会トレーナー部会）

学童、クラブ
関係者34人

宇城市スポー
ツ推進委員協
議会小川支部

７月
６日 ストレッチ基礎

坂田沙希 氏・井芹
加愛 氏（県スポー
ツ振興事業団）

スポーツ推進
員等40人

菊池市スポー
ツ推進委員協
議会

１２月
７日

怪我の予防やテー
ピング講習

緒方伸一氏（スポー
ツ医科学専門委員
会トレーナー部会）

スポーツ推進
員等26人

宇土市教育委
員会

１月
22日

ACP と気になる
子どもの支導法

松崎貴美子 氏
（ACP講師）

指導者等
45人

団体名 日時 会場 講師 参加者
熊本県少林寺
拳法連盟

11月
３日 水俣市総合体育館 渡邊明朱咲 氏 小学生・中学生

132人

人吉市 11月
24日

人吉市立西瀬小学
校 松崎貴美子 氏 児童22人、保護

者28人
田 迎 地 域 ス
ポーツクラブ

12月
12日

熊本市立田迎小学
校 甲斐 貴子 氏 小学生30人

阿蘇市 2月
16日

阿蘇市立阿蘇体育
館 小川 正希 氏 幼児、小学生49

人と保護者
小国ゆうあい
倶楽部

2月
20日

小国町立小国小学
校 松崎貴美子 氏 小学生35人

NPO法人総合
型クラブSCC
宇城

2月
23日

希望の里サン・ア
ビリティーズ 青島 早希 氏 小学生26人、幼

児3人、一般9人
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公益財団法人熊本県スポーツ協会

 （４）熊本県スポーツ指導者協議会活動推進事業　　
  ・助成対象団体：熊本県スポーツ指導者協議会
  ・助成内容：熊本県スポーツ指導者協議会の運営及び事業
   に対する助成
  ・助成額：230,000円（団体からの申請額による）
 （５）加盟団体組織強化費
  ①国体外競技強化・普及事業　
   ・国体外競技８競技団体に助成金交付／560,000円

  ②免税募金還元事業　　
   ・免税募金・100 円募金の協力団体への還元金／
    5,466,079円
  ③高等学校野球 ･軟式野球の全国大会出場に係る激励金
   ・第 101回全国高校野球選手権大会激励金　熊本県立熊
    本工業高等学校
７　表彰関係　
 （１）熊本県スポーツ協会表彰事業（9月14日：宇城市／熊
  本県民体育祭総合開会式時に実施）
  ・スポーツ功労者：25名／スポーツ優秀者：2名／スポー
   ツ優良団体：８団体

 （２）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者等表彰事業（12
  月 7日：東京都／全国スポーツ指導者研修会で実施）
  ・本県受賞者：古瀨　昭夫 氏（熊本県医師会推薦／スポー
   ツドクター）井川　雄一 氏（熊本県サッカー協会推薦／
   コーチ）
 （３）2019年度ミズノスポーツメントール賞　　
  ・本県推薦受賞者　　 　辰信 氏（熊本県空手道連盟）
８　日本スポーツ協会公認スポーツ指導者登録状況
 （１）熊本県登録数　全体合計 2077 人（スポーツリー
  ダーを除く）
  【内訳】
  ・競技別指導者資格（指導員・コーチ等）／1744人
  ・フィットネス資格（プログラマー・フィットネストレー
   ナー等）／107人
  ・メディカル・コンディショニング資格（アスレティック
   トレーナー・スポーツドクター等）／122人
  ・マネジメント資格（アシスタントマネジャー・クラブマ
   ネジャー等）／174人

＜ 総合型地域スポーツクラブ専門委員会 ＞
１　会議関係（県スポーツ協会）
 （１）専門委員会
  ①第１回（6月28日：水前寺共済会館／委員7人出席）
   ・委員の交代について
   ・平成30年度事業及び決算報告について
   ・令和元年度（2019年度）クラブ概要調査の集計結果
    について
   ・総合型地域スポーツクラブの登録・認証制度について
  ②第２回（2月10日：水前寺共済会館／委員9人出席）
   ・中間支援組織の整備に係る県版プロジェクトについて
   ・令和２年度事業計画案及び予算案について
   ・総合型地域スポーツクラブ登録・認証制度について
２　会議関係（日本スポーツ協会）
 （１）全国スポーツクラブ会議2019inTOKYO（６月８日～
  ９日：東京都／事務局１人出席）
  ・基調講演：スポーツクラブが創る地域共生社会
   講師：鈴木大地　氏（スポーツ庁長官）
  ・シンポジウムⅠ
   1.「スポーツを支える公園のあり方」
   2.「スポーツツーリズム」
   3.「健康経営×スポーツクラブ」
   4.「ユニバーサルスポーツ」
   5.「スポーツをきっかけとしたMICEの推進」
  ・シンポジウムⅡ
   1.「スポーツイベント企画」
   2.「ARスポーツの可能性～先端技術をスポーツへ～」
 （２）クラブアドバイザーミーティング（5月 30日～５月
  31日：東京都／事務局２人出席）
  ・日本スポーツ振興センターからの情報提供
  ・日本スポーツ協会が行う総合型地域スポーツクラブ育成
   事業の各種説明
  ・講演兼アイスブレイク「一瞬で相手の心を引き付けるプ
   レゼンテーション力」
  ・ 説明「登録・認証制度原案における登録手続きに関する『事
   務局マニュアル』概要」
  ・説明「登録・認証制度原案と中間支援組織の関係について」
  ・グループワーク「登録申請書類を基にクラブへの支援内
   容を考える」
 （３）スタートアップ会議（6月1日：東京都／事務局１人出席）　
  ・説明「クラブ運営に係る会計処理について」
 （４）九州ブロッククラブネットワークアクション
  ①実行委員会（７月５日：宮崎市中央公民館／事務局２人
   出席）
   ・九州ブロッククラブネットワークアクションに係る打
    ち合わせ会議
  ②九州ブロッククラブネットワークアクション2019 in
   みやざき（11月 9日～10日：事務局２人出席）
   ・総合型クラブ登録・認証制度の創設に向けた情報共有
   ・講演：これからの総合型が地域で必要とされるためには
    講師：渡邊　優子　氏

   ・パネルディスカッション「総合型クラブと学校との連携・
    融合」
   ・分科会「地域に必要とされるクラブをめざして」
 （５）スポーツ活動支援事業（総合型クラブの質的充実に
  向けた支援推進事業）【スポーツ庁委託事業】
  ①総合型地域スポーツクラブ登録・認証制度の整備に向け
   た説明会（6 月 27日：福岡市／事務局２人出席）
   ・スポーツ庁総合型地域スポーツクラブ登録・認証制度
    に向けての取組
   ・日本スポーツ協会総合型地域スポーツクラブ全国協議
    会『総合型地域スポーツクラブ登録・認証制度の原案
    について』
  ②スポーツ活動支援事業（総合型地域スポーツクラブの質
   的充実に向けた支援推進事業） 第１回中央プロジェクト
   会議（９月２日：東京都／事務局２人出席）
   ・スポーツ庁委託事業の概要について
   ・報告書目次 (案 ) 及び整備モデル (案 ) について
  ③熊本県版プロジェクト連携・協働体制構築プロジェクト
   ア 第１回会議（9月19日：熊本テルサ／委員11人、
     中央プロジェクト２人、事務局２人出席）
    ○県版プロジェクト
     ・総合型地域スポーツクラブの概要と現状
     ・整備モデル (案／県版報告書 )
     ・現状の総合型クラブへの支援状況に関する検証
     ・総合型クラブ自らが行う質的充実に向けた取組
    ○連携・協働体制構築プロジェクト
     ・県行政と総合型クラブとの連携・協働事例
     ・行政と総合型クラブとの連携・協働の促進に向け
     　た検討
   イ 第２回会議（10月28日：熊本テルサ／委員11人、
     中央プロジェクト３人、事務局２人出席）
    ○県版プロジェクト
     ・都道府県行政と総合型クラブとの連携・協働の促
     　進に向けた検討
    ○連携・協働体制構築プロジェクト
     ・現状の総合型クラブへの支援状況に関する検証
     ・行政における総合型クラブへの理解及び具体的支
     　援の検討に関する検証
     ・総合型クラブ自らが行う質的充実に向けた仕組の
     　検証
     ・総合型クラブと地方公共団体等の連携・協働体制
     　の構築に向けて
   ウ 第３回会議（12月16日：熊本テルサ／委員11人、
     中央プロジェクト３人、事務局２人出席）
     ・熊本県版プロジェクト報告書取りまとめ
     ・中間支援組織の整備に要する経費の試算
 （６）総合型地域スポーツクラブ登録・認証制度原案の修正等
  に関する説明会（2月5日：東京都／事務局１人出席）
  ・スポーツ庁「総合型地域スポーツクラブ登録・認証制度
   に向けた状況について」
  ・日本スポーツ協会「総合型地域スポーツクラブ登録・認
   証制度の原案等について」
 （７）令和元年度総合型地域スポーツクラブ全国協議会総会（2
  月 26日：東京都／事務局２人出席）
  ・令和２年度公益財団法人日本スポーツ協会総合型地域ス
   ポーツクラブ育成計画案について
  ・ＳＣ全国ネットワークの取組について（令和元年度の取
   組実績と令和２年度の取組案）
  ・総合型地域スポーツクラブ登録・認証制度及び中間支援
   組織の整備について
  ・中間支援組織の整備に向けた都道府県協議会の取組につ
   いて
３　ヒアリング関係
 （１）創設支援クラブ
  ①とみあい総合型クラブ設立準備委員会／計11回（アス
   パル富合／事務局出席）
   ・第１回（４月16日） ・第２回（5月21日）
   ・第３回（６月18日） ・第４回（7月17日）
   ・第５回（８月20日） ・第６回（9月18日）
   ・第７回（10月 13日） ・第８回（10月16日）
   ・第９回（11月 19日） ・第10回（12月 17日） 
   ・第 11回（１月21日）
  ②天草市総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会（天草
   市民センター／１人出席）
   ・第１回（５月14日）
 （２）活動クラブ【69クラブ訪問】

 

（３）未育成町村
  ①西原村（11月 25日） ②南小国町（11月27日）
  ③五木村（1月29日） ④錦町（2月22日）
 （４）既設置市町村
  ①上天草市（11月12日） ②水俣市（1月17日）
４　事業関係
 （１）地域スポーツマネジメント講習会（７月13日～７月
  14日：桜の馬場城彩苑／38人参加）
  ・クラブ運営に係る講習会及び検定試験（検定試験受験者
   25人）
   日本スポーツ協会公認アシスタントマネジャー資格専門
   科目（講習14時間、試験1時間）
  ・講師：
   宮良　俊行　氏（長崎国際大学准教授）
   西田　由美　氏（NPO法人A-life なんかん事務局長）
   濱田　憲治　氏（元気・夢クラブクラブマネジャー )
   河野　真介　氏
    （一般社団法人志誠会マチと医科学研究所代表理事）
   米原　賢一　氏
    （I・YOUスポーツ＆カルチャークラブ副会長）
   兼田　裕明　氏
    （NPO法人うとスポーツクラブクラブマネジャー）

 （２）地域スポーツ振興「講師等派遣事業」（派遣実績12か所・
  延べ 813人）

 

（３）熊本県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会活動推進事業
  ・助成対象団体：熊本県総合型地域スポーツクラブ連絡協
   議会
  ・助成額：100,000円
 （４）地域スポーツ指導者研修会（2月2日：菊陽町図書館ホー
  ル／ 225人参加）
  ・県教育委員会委託事業／地域スポーツの振興に携わる関
   係者への資質向上のための研修会。全日程受講者には県
   教育委員会より受講修了証が配付される。（実績222人）
  ・講演：人を育てる指導者とは
   講師：巻　誠一郎　氏（NPO 法人 YOUR ACTION 理
   事長）
  ・講和：ジュニア期のスポーツ指導に期待されること
   講師：吉田　繁敬　氏（アイ・プラス株式会社代表取
   締役）

５　連絡協議会関連事業
 （１）評議員会（６月22日：ウイングまつばせ／事務局2
  人出席）
 （２）理事会
  ①第１回（５月１８日：御船町役場／事務局２人出席）
  ②第２回（８月１９日：県民総合運動公園陸上競技場／体
   協選出理事１人、事務局２人出席）
  ③第３回（10月 19日：御船町役場／体協選出理事１人、
   事務局２人出席）

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
スポーツ功労者 １７人 ２２人 ２１人 ２５人
スポーツ優秀者 ３人 ― １人 ２人
スポーツ優良団体 ５団体 ８団体 ６団体 ８団体

＜県スポーツ協会表彰者の推移＞

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
全体合計（スポー
ツリーダー除） 2,664人 2,670人 2,212人 2,077人

競技別指導者資格 2,300人 2,299人 1,725人 1,744人
フィットネス資格 97人 97人 97人 107人
メディカル・コン
ディショニング資格 108人 115人 116人 122人

マネジメント資格 159人 159人 184人 174人

＜公認スポーツ指導者登録状況＞

団体名 日時 会場 講師 参加者

阿蘇市体育協
会

２月
９日

ストレッチ・準備
運動の実技指導

手嶋智子氏（スポー
ツ医科学専門委員
会トレーナー部会）

指導者等
16人

御船町教育委
員会

２月
19日

発育発達に応じた
指導について

手嶋智子氏（スポー
ツ医科学専門委員
会トレーナー部会）

指導者等
23人

NPO法人火の
山スポーツク
ラブ

２月
22日

スポーツ前後のスト
レッチ・準備運動

緒方伸一氏（スポー
ツ医科学専門委員
会トレーナー部会）

指導者等
26人

No. クラブ名 訪問日
1 NPO法人クラブきくよう 1月23日
2 クラブこうし 5月24日
3 NPO法人クラブおおづ 12月4日
4 中央ふれあいスポーツクラブ 3月24日
5 クラブなごみ 8月8日
6 やまが総合スポーツクラブ 8月8日
7 NPO法人A-life なんかん 6月4日
8 クラブ南阿蘇 4月18日
9 NPO法人火の山スポーツクラブ 12月17日
10 NPO法人長洲にこにこクラブ 6月1日、9月24日
11 ヴィーブル FUN クラブ 5月24日
12 オレンジはあとクラブ 9月24日
13 小国ゆうあい倶楽部 12月17日
14 産山ヒゴタイ・スポーツクラブ 8月9日
15 ( 一社 ) 菊池 “ ゆ ” ったりスポーツクラブ 5月24日
16 高 SPO 12月 17日
17 いだてん玉名 11月21日
18 日吉地域総合型スポーツクラブ 2月4日
19 NPO法人桜木ふれあいスポーツクラブ 9月12日
20 ほくぶ総合スポーツクラブ 2月25日
21 龍田地域なかよしスポーツクラブ 3月11日
22 長嶺地域スポーツクラブ 中止
23 川尻スポーツクラブ 1月30日
24 花園スポーツクラブ 2月27日
25 東部地域総合型スポーツクラブﾞ 6月 14日
26 NPO法人スポレク・エイト 9月12日
27 天明総合スポーツクラブ 7月2日
28 城北スポーツクラブ 11月18日
29 帯山地域スポーツクラブ 3月9日
30 エス・エス・月出 10月18日
31 御幸スポーツクラブ 8月6日
32 NPO法人 u&uNスポ植木 2月20日
33 あきた総合型スポーツクラブ 6月16日
34 託麻西校区総合型スポーツクラブ 4月13日
35 出水南どっとネット 3月4日
36 くまもと城南スポーツクラブ 中止
37 田迎地域スポーツクラブ 8月6日
38 火の君スポーツクラブ 6月14日、1月30日
39 NPO法人うとスポーツクラブ 12月4日
40 NPO法人上天草ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞﾄﾞﾘｰﾑｽﾞ 5 月 8日
41 うしぶかイキイキクラブ 5月14日
42 元気・夢クラブ 6月13日

No. クラブ名 訪問日
43 ｻﾝﾋﾞﾚｯｼﾞみなまたｽﾎﾟｰﾂクラブ 1月17日
44 フネッピーすこやかスポーツクラブ 1月30日
45 ＪＫＡトレジャークラブ 6月12日
46 ふれあいスポーツクラブあさぎり 2月12日
47 くまむらスマイルスポーツクラブ 1月28日
48 湯前さわやかクラブだんだん 2月12日
49 あいあいスポーツクラブたらぎ 12月23日
50 チャレンジエイトおおたごう 10月8日
51 NPO法人不知火クラブ 10月11日
52 カルヴァーリョ・ラッソ人吉 1月29日
53 クラブれいほく 11月12日
54 Ｉ・ＹＯＵｽﾎﾟｰﾂ＆ｶﾙﾁｬｰｸﾗﾌﾞ 6 月 11日
55 水上元気クラブ 10月23日
56 山都ふれあいスポーツクラブ 1月30日
57 UKI おがわクラブ 1月29日
58 ひかわスポーツクラブ 10月8日
59 茶れんじクラブ 2月14日
60 アロマクラブ 5月8日
61 NPO法人総合型クラブSCC宇城 5月15日
62 わいわいクリスポやまえ 2月14日
63 益城わくわくスポーツクラブ 2月5日
64 さかもと未来クラブ 10月2日
65 DREAM火流 10月 2日
66 つなぎ運動します隊 6月12日
67 嘉島町総合型地域クラブ 10月11日
68 NPO法人ヴィラノーバ水俣 1月17日
69 やつしろ総合型クラブ「リ・ボンズ」 4月28日、12月 6日

年　度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度
参加者数 ２１人 ３４人 ４０人 ３８人

内資格取得者 １２人 ２６人 ２３人 ２５人

＜地域スポーツマネジメント講習会参加者・資格取得者実績＞

年　度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度
派遣先 ９か所 １２か所 ９か所 １２か所

延べ人数 １０１９人 ７６３人 １１０３人 ８１３人

＜地域スポーツ振興「講師等派遣事業」実績＞

派遣先 期日 内容 講師 参加者
（延べ）

大津町体育協会 8月22日～30日
（計4日） サッカースクール 甲斐　卓氏

桐原正喜氏 101人

山都ふれあいス
ポーツクラブ

8月12日
（計1日間）

ケガをしにくいか
らだづくり教室

谷川直昭氏
前田絵美氏 17人

産山ヒゴタイ・
スポーツクラブ

7月26日～8月9日
（計4日間） 水泳教室 斎藤陽子氏 55人

やつしろ総合型
クラブ「リ・ボ
ンズ」

7月20日～8月
30日（計8日間） 陸上と総合運動 川尾勇達氏 66人

クラブこうし 9月19日～9月
26日（計2日間） 空手道教室 緒方大作氏 20人

クラブこうし
ヴ ィ ー ブ ル
FUNクラブ

9月25日
（計1日間） ウェルネス講座 若狭直朗氏 43人

クラブこうし 10月1日・10月
8日（計2日間） かけっこ教室 立山明佐子氏 41人

ヴ ィ ー ブ ル
FUNクラブ

10月 24日・10
月 31日（計2日間）

スポーツ栄養学講
座

前田絵美氏
吉村明子氏 43人

天明総合スポー
ツクラブ

10月6日・11月
3日（計2日間） 陸上教室 田中伸二氏

田中宏和氏 43人

産山ヒゴタイ・
スポーツクラブ

8月30日～11月
5日（計6日間） バドミントン教室 渡邉敏幸氏 118人

出水南どっと
ネット

9月21日～11月
8日（計8日間） バドミントン教室 松隈美千穂氏 154人

あいあいスポー
ツクラブたらぎ

9月1日～12月
23日（計8日間）

ピラティス体験教
室 佐藤亜紀子氏 112人

団　体　名 実　施　事　業　名
グラウンド・ゴルフ協会 国民体育大会グラウンド・ゴルフ競技会
ゲートボール連合 ゲートボール技能検定講座
少林寺拳法連盟 少林寺拳法熊本県大会
ダンススポーツ連盟 熊本ダンスフェスティバル／グレードアップ講座
武術太極拳連盟 全日本武術太極拳選手権大会
テコンドー協会 熊本県テコンドー選手権大会
日本拳法連盟 日本拳法熊本大会

バウンドテニス協会 熊本県バウンドテニス親善交流大会

年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度
参加者数 ３４７人 ３３５人 ３０６人 ２２５人

＜地域スポーツ指導者研修会参加実績＞
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 （３）常任委員会
  ①第１回（４月22日：県民総合運動公園陸上競技場／事
   務局２人出席）
  ②第２回（7月 22日：県民総合運動公園陸上競技場／事
   務局２人出席）
  ③第３回（9月 30日：県民総合運動公園陸上競技場／事
   務局２人出席）
  ④第４回（2月 17日：県民総合運動公園陸上競技場／事
   務局２人出席）
 （４）クラブ啓発ＰＲプロジェクト会議
  ①第１回（9月 30日：県民総合運動公園陸上競技場／事
   務局２人出席）
  ②第２回（12月 19日：県民総合運動公園陸上競技場／
   事務局２人出席）
  ③第３回（2月6日：県民総合運動公園陸上競技場／事務
   局２人出席）
 （５）連絡協議会研修会（８月２４日：エアポーツホテル熊本
  ／体協選出理事１人、事務局２人出席）
  ・講演：総合型地域スポーツクラブの登録・認証制度を学ぶ
   講師：渡邊　優子氏
   （新潟県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会会長）
  ・グループワーク
   テーマ：「ＳＤＧｓ×総合型地域スポーツクラブ～社会課
   題をスポーツの力で解決する～」
   講師：ＳＤＧｓ ｄｅ 地方創生公認ファシリテーター
　   熊野 たまみ氏、松田 博氏、神田 みゆき氏
 （６）県内クラブ交流大会
  ①主管ブロック会議
   ・第１回（５月11日：御船町役場／事務局２人出席）
   ・第２回（９月21日：御船町役場／事務局２人出席）
   ・第３回（11月 2日：御船町役場／事務局２人出席）
  ②実行委員会
   ・第１回（5月18日：御船町役場／事務局２人出席）　
   ・第２回（10月 19日：御船町役場／体協選出理事１人、
    事務局２人出席）
   ・第３回（12月 14日：熊本県民交流館パレア／事務局
    １人出席）
  ③前日準備・リハーサル（11月23日：御船町総合スポー
   ツセンター／事務局２人出席）
  ④県内クラブ交流大会（11月 24日：御船町総合スポー
   ツセンター／体協選出理事２人、事務局２人出席）
   ・内容　種目体験（ボッチャ、トランポリン）・交流試合（卓
    球、ラージボール卓球）
    ブロック対抗（スリッパ飛ばし、転がしドッジボール、
    シッティングミニバレー、　ふらばーるボールバレー、
    長縄とび）・体験（レク式体力チェック、ニュースポーツ）
   ・参加者　30クラブ　約400人
 （７）ブロック別事業
　　 ①南ブロック
   ・第１回連絡調整会議（５月11日：御船町役場／事務
    局２人出席）
   ・南ブロック交流会（８月 31日：湯前町 B&G海洋セ
    ンター体育館／事務局２人出席）
   ・第２回連絡調整会議（９月21日：御船町役場／事務
    局 2人出席）
   ・第３回連絡調整会議（11月２日：御船町役場／事務局
    ２人出席）

１　会議関係
 （１）常任委員会
  ①第１回（4月25日：水前寺共済会館／委員３名出席）
   ・平成30年度事業報告、決算報告
  ②第２回（2月12日：水前寺共済会館／委員４人出席）
   ・令和２年度事業計画（案）・事業予算 (案 ) について
＜ 強化専門委員会 ＞
１　会議関係
 （１）専門委員会
  ①第１回（10月 29日：水前寺共済会館／委員９人出席）
   ＊医科学専門委員会と合同会
   ・国民体育大会の競技成績等について
   ・競技力対策研修会について
  ②第２回（２月１２日：水前寺共済会館／委員９人出席）
   ＊医科学専門委員会と合同会
   ・第７５回国民体育大会冬季大会成績について
   ・今後の選手強化に向けた課題・協議について
 （２）競技力向上対策事業説明会（4月18日：県立総合体育
  館／対象４３団体）
  ・基本方針・実施要項及び各種事業要領について
　  ・事業費の配分について
　  ・助成金交付要項について
　  ・スポーツ医科学対策事業について
  ・熊本県体育協会自主事業について
  ・平成31年（2019年）度国民体育大会に関すること
２　事業関係（県補助・委託事業関連）
 （１）競技力向上対策事業
  ①国体強化事業：55,000,000円
   ・一般強化＜通年、全競技団体、種別＞（53,900,000円）
   ・練習環境整備事業（1,100,000円）
  ②一貫指導体制整備事業：15,000,000円
   ア ジュニア育成強化事業
    ・ジュニア育成事業（小・中学生中心）
   　 ※競技団体へ助成
    ・ジュニア強化事業（中・高校生）
   　 ※各学校体育団体へ助成
   イ 指導体制強化事業
    ・強化指導者研修派遣事業（中央研修、企業・大学
    　連携）
  ③トータルサポート事業
   ア 競技力向上対策研修会（11月２日：水前寺共済会
     館／ 41競技団体８２名参加）
    ・講演「競技力向上のためのスポーツコーチング」
     講師：藤森　啓介　氏（一般社団法人スポーツ
     コーチング japan）
    ・第 39 回九州ブロック大会及び第 74 回国民体育
     大会の成績報告及び分析
   イ　調査研究・広報事業
    ・第 39 回九州ブロック大会及び第 74 回国民体育
    　大会出場競技激励
    ・事業説明資料等作成

 （２）子どものスポーツ環境整備事業：18,050,000円
  ・32 競技団体に助成。練習環境の整備、スポーツ教室、
   体験合宿等を実施。

2019年度（令和元年度）事業報告
 （３）2020東京オリンピック選手育成事業：
  21,144,000円
  ①指定選手育成事業
   県が指定した 29名の育成指定選手へ競技団体を通じ
   て助成。海外遠征や国内における強化をサポート。
  ②マルチサポート事業
   ・メディカルチェック事業　
    国立スポーツ科学センター（JISS）メディカルセン
    ター並びに熊本市医師会ヘルスケアセンターの支援・
    協力のもと、育成指定選手のうち１２名を１２月から
    １月中の期間で３グループ編成により、メディカル
    チェックを実施。
   ・パーソナルトレーナー派遣事業
    育成指定選手に対して、トレーナー配置を実施。３指
    定選手に対し、２名を配置（トレーナーは本会トレー
    ナ部会から人選）
   ・マルチサポート事業
    心理・栄養等をはじめ、各種トレーニングの各種教本
    等の配付や競技用具等の経費助成を行い、アスリート
    を側面から支援

 （４）優秀競技者・指導者育成支援事業：4,270,000円
  ・26 競技団体に助成。トップアスリートや優秀な指導者
   及びスポーツ医科学に精通した講師等を招聘し、研修会
   や講習会を実施。

 （５）競技力向上対策事業に係る競技団体ヒアリングの実施
  ・対象競技団体　国民体育大会の正式競技として実施され
   る関係団体等４３団体
  ・期間　11月～3月　※期間中、各団体１時間程度
  ・実施者　本会及び県体育保健課スポーツ振興班
  ・会場　県民総合運動公園陸上競技場会議室
３　事業関連（日本スポーツ協会再委託事業）
 （１）ジャパン・ライジング・スター・プロジェクト＜ハンド
  ボール競技・競技拠点県＞
  ・将来性の豊かな地域のスポーツタレント又はアスリー
   トからメダル獲得の潜在能力を有するメダルポテンシャ
   ルアスリートまでの持続可能で強固なアスリートを育成
   する道筋 ( パスウェイ )「アスリート 育成パスウェイ」
   を構築・充実させることを目的に全国から２期生７名を
   選抜し、公益財団法人日本ハンドボール協会等と連携実施
  ・第１回実行委員会（６月５日：熊本市）／第２回実行委
   員会（12月 16日：熊本市）
  ・NTC合宿（４月19日～21日：味の素ナショナルトレー
   ニングセンター）
  ・韓国遠征合宿（６月13日～16日：大韓民国・仁川広域市 )
  ・拠点県合宿（９月６日～８日：熊本県山鹿市：鹿央体育館）
  ・２期生修了式（12月：東京都）
４　事業関係（県スポーツ協会自主事業関連）
 （１）第３５回日韓親善スポーツ交流（忠清南道）事業（受入）
  ・実施期間：６月３０日～７月３日　
  ・対象者：本県及び韓国の高等学校男女：各国20名（含
   む本部役員）
  ・競技団体：フェンシング
  ・内容：スポーツを通して両国の友好親善を深めるとと
   もに、本県の競技力向上を図ることを目的に実施。

５　国体派遣関係
 （１）第３９回九州ブロック大会
  ①夏季大会
   ・期日：７月13日～14日：テニス競技他４競技
   ＊５月26日：カヌー競技（スラローム・ワイルドウォー
    ター）
   ＊７月６日～７日：体操（新体操）他１競技
   ＊７月19日～22日：水泳競技（水球）他３競技
   ・場所：佐賀市他２市２町及び県外開催１市１町
   ・選手団：辛木秀子（常務理事）団長他　本部役員５人、
    選手・監督168人
   ・競技数：10競技（56種目）
   ・代表権獲得数：6競技（22種目）
  ②秋季大会
   ・期日：８月17日～18日：ウエイトリフティング競技
    他 11競技
   ＊８月10日～12日：サッカー競技
   ＊８月23日～26日：ボクシング競技他７競技
   ＊８月３１日～９月１日：ハンドボール競技
   ・場所：佐賀市他８市２町及び県外１市
   ・選手団：西村浩二（専務理事）団長他　本部役員13人、
    選手・監督551人
   ・競技数：21競技（69種目）
   ・代表権獲得数：１８競技（２４種目）
  ③冬季大会
   ・期日：12月７日（土）～８日（日）アイスホッケー競技
   ・場所：福岡県福岡市
   ・選手団：原　孝弘（事務局長）団長 他　本部役員1名、
    選手・監督30名
   ・競技数：1競技（２種目）
   ・代表権獲得数：１競技（１種目）
 （２）第７４回国民体育大会
  ・期日：９月28日～10月８日：陸上競技他　37競技
  ＊会期前実施　９月７日～１６日：水泳競技他２競技
  ・場所：茨城県内２７市５町１村
  ・選手団：顧問１名を含む甲斐隆博団長他　本部役員29人、
   監督・選手417人
  ・出場競技：陸上競技他　34競技
  ・成績：天皇杯（男女総合成績）　29位　879点
   皇后杯（女子総合成績）　34位　489点
 （３）第７５回国民体育大会冬季大会報告
  ・期日：スケート・アイスホッケー競技会：１月29日～
   2 月 2日
   スキー競技会：２月16日～19日
  ・場所：スケート・アイスホッケー競技会：青森県八戸市
   他１市１町
   スキー競技会：富山県富山市他１市
  ・選手団：スケート・アイスホッケー競技会：本部役員４名、
   監督・選手25名　計29名
   スキー競技会：本部役員3名、監督・選手12名 計 15名
  ・成績　天皇杯 (男女総合成績 )　36位　30点
   皇后杯 ( 女子総合成績 )　30位　20点
 （４）国民体育大会本部役員帯同ドクター　
  ・本会医・科学専門委員会委員３人（医師）を第 74回

   国民体育大会（２人）並びに第７５回国民体育大会冬
   季大会（２人）へ派遣

＜ スポーツ医科学専門委員会 ＞
１　会議関係（県スポーツ協会）
 （１）専門委員会
  ①第１回（６月６日：水前寺共済会館／委員12名出席）
   ・平成30年度事業報告・事業決算
   ・競技スポーツ振興事業医科学サポート事業及びトレー
    ナー部会関連について
  ②第２回（10月29日：水前寺共済会館／委員7人出席）
   ＊強化専門委員会と合同会
   ・令和元年度事業経過概要
   ・令和元年度「紀要」について
  ③第３回（２月12日：水前寺共済会館／委員９人出席）
   ＊強化専門委員会と合同会
   ・令和２年度「国体関連」について
   ・令和２年度目標順位について
   ・令和２年度ＡＴ養成講習会について
 （２）トレーナー部会（６月６日：くまもと県民交流館パレア
  ／部会員30名参加）
  ・国体等トレーナー帯同計画及びトレーナー研修会について
２　会議関係（日本スポーツ協会等）
 （１）第74回国体ドクターズ・ミーティング（９月27日：
  茨城県／委員会委員１人出席）
  ・国体における医療救護体制、アンチ・ドーピング活動等
   について
 （２）JSPO加盟団体スポーツドクター代表者協議会（３月
  ７日：東京都）
  ＊新型コロナウイルス感染症対策にて中止
  ・アンチ・ドーピングに関する最新の動向、
  ・大規模スポーツ大会における医療体制の整備
 （３）アスレティックトレーナー連絡会議（12月 14日：東
  京都／トレーナー部会長出席）
  ・日本スポーツ協会からの情報提供
  ・国体に向けた活動報告及びAT活性化活動の事例
 （４）ＪＡＤＡ研修会
  ①国民体育大会に向けたアンチ・ドーピング講師養成
   講習会（６月２０日：東京都／事務局１人出席）
   ・国体におけるアンチ・ドーピング教育・啓発活動につ
    いて
  ②アンチ・ドーピング定期研修会（７月５日：東京都／事
   務局１人出席）
   ・アンチ・ドーピングに関する基本ルール
３　講習会・研修会（日本スポーツ協会関係）
 （１）JSPO公認スポーツドクター養成講習会
  ・本県ドクター３名推薦　＊現在受講中
 （２）JSPO公認アスレティックトレーナー養成講習会
  ・本会トレーナー部会員２人推薦。１人受講決定。
  ＊現在受講中
 （３）JSPO公認スポーツドクター研修会
  ・ 公認スポーツドクターにおける義務研修会。全国３ブロッ
   ク（東地区・中地区・西地区）において令和元年６月～
   ２年２月期に開催。その他、日本臨床スポーツ医学会・
   日本整形外科スポーツ医学会学術集会、日本関節鏡・膝・
   スポーツ整形外科学会、チームドクタートレーナーＭＴ
   Ｇも対象として実施。
４　事業関係
 （１）スポーツトレーナー等大会派遣事業
  ①九州ブロック大会（佐賀県）への派遣トレーナー
   ・トレーナー部会員から６人を６競技（剣道・ラグビーフッ
    トボール・卓球・軟式野球・テニス）へ派遣
  ②国民体育大会（茨城県）への派遣トレーナー
   ・トレーナー部会員から９人を９競技（水泳・陸上・ハ
    ンドボール・フェンシング・ボート・バスケットボール・
    ボクシング・ウエイトリフティング・バドミントン）
    へ派遣
 （２）トレーナー研修会（12月 18日：くまもと県民交流館
  パレア／部会員等35人出席）
  ・講演：アスリートの疲労について　～オーバートレーニ
   ングの予防や対処～
   講師：川原　貴 氏（公益財団法人日本スポーツ協会スポー
   ツドクター部会長）
 （３）国民体育大会ドクター帯同＜本部役員派遣＞
  ・開会式前日に開催される「ドクターズ・ミーティング」
   に参加　※前項参照
 （４）メディカルチェック事業
  ①基本健康調査票（アンケート形式）の配付・回収
   ・競技力向上対策概要説明会（４月１８日開催）時に調
    査票配付
   ※対象者：国民体育大会並びに九州ブロック大会参加選
    手及び候補選手等
  ②基本健康調査判定会の実施（７月９日：アークホテル熊
   本／医科学関係者１１人出席）
  ③メディカルチェックの実施（８月３日：熊本市ヘルスケ
   アセンター／受診者５１人）
  ④メディカルチェック判定会の実施（８月８日：アークホ
   テル熊本／医科学関係者９人出席）
  ⑤メディカルチェック総括会議の実施（10月 29日：水
   前寺共済会館）　＊医科学専門委員会開催時
 （５）医科学サポート事業
  ①心理サポート事業
   スポーツ指導者等のためのメンタルトレーニング講習会
   ・日時：２月２２日：ホテル熊本テルサ
   ・実施者：橋本　公雄　氏（熊本学園大学シニア客員教授）
   ・参加者：競技団体・強化指導者１１人参加
  ②栄養サポート事業
   ア アンケートによる国体候補選手の栄養摂取状況把握
     及び分析
    ・健康基本調査時に実施
    ・運動と栄養に関する研究事業の実施
   　　実施者：杉島　有希 (至学館大学准教授 )
   イ　スポーツ指導者等のための栄養サポート講習会
    ・日時：２月２２日：ホテル熊本テルサ
    ・実施者：前田　絵美　氏（ゆのはら産婦人科医院：公
    　認スポーツ栄養士）
    ・参加者：競技団体・強化指導者・選手等　11人参加
 （６）アンチ・ドーピング教育・啓発事業
  ①ドーピング・コントロール説明会
   ・実施回数：２回（国民体育大会に参加する熊本県選
    手団に対して結団式等の終了後に実施）
   ・講師：公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構・講師
  ②アンチ・ドーピング教育・啓発事業熊本県講習会（２
   月１日：熊本県薬剤師会館／５１名参加）
   ・対象者：県下薬剤師、スポーツドクター、トレーナー、
    競技団体医事担当者等
   ・講演：ドーピングの現状と防止教育及び啓発の重要性
    講師：山澤 文裕 氏（丸紅株式会社健康開発センター所
    長・公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構理事）

（Ⅲ）競技スポーツ常任委員会

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
実　施　団　体 41団体 41団体 41団体 41団体
国体強化事業
参加者数（延べ） 11563人 12795人 10316人 10333人

一貫指導体制整備事業
参加者数（延べ） 10699人 9811人 10274人 8538人

＜実施団体・参加者数の推移＞

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
実　施　団　体 31団体 29団体 29団体 32団体

参加者数（延べ） 2901人 2741人 4149人 7053人

＜実施団体・参加者数の推移＞

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
育成指定選手 46人 29人 31人 29人

＜育成指定選手数の推移＞

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
実　施　団　体 29団体 28団体 27団体 26団体

参加者数（延べ） 1913人 1839人 1920人 1796人

＜実施団体・参加者数の推移＞

開催年
大会回

平成27年度
第31回

平成28年度
第32回

平成29年度
第33回

平成30年度
第34回

令和元年度
第35回

開催地  熊    本  忠清南道  熊    本  忠清南道 熊    本

競技 ラグビー
男子（７s）

ラグビー
男子（７s）

ボクシング
男子

ボクシング
男子

フェンシング
男女

選手団合計 20 20 20 20 20

＜過年度大会の選手団推移：過去５大会＞

開催年
大会回

平成27年度
第70回

平成28年度
第71回

平成29年度
第72回

平成30年度
第73回

令和元年度
第74回

開催県 和歌山県 岩手県 愛媛県 福井県 茨城県
総合得点 1038.5 点 899.5 点 903点 915.5 点 879点
天皇杯 18位 31位 29位 26位 29位
皇后杯 21位 22位 24位 27位 34位

＜国民体育大会の成績推移＞
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   名参加）
   ・本会主催事業として実施。
  ②幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム講師
   講習会
   ・東京会場（7月 6日～ 7日）　宮城会場（9月 14日
   ～ 15日）／本県からの参加なし
  ③幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム講師
   講習会修了者対象ブラッシュアップセミナー（７月７日：
   東京都）
   ・本県からの１名参加

 （４）ジュニアスポーツフォーラム（６月16日：東京都）
  ・本県３名参加
７　リーダー会関係
 （１）県リーダー会総会（５月25日：光の森町民センター
  ／リーダー会員、事務局出席）
  ・令和元年度事業の詳細について
 （２）全国リーダー連絡会（６月15日～16日：東京都）
  ・リーダー育成、リーダー連絡会の動向について
  ・本県リーダー会２名参加
 （３）九州ブロックリーダー研究大会（10月19日～20日：
  鹿児島県）
  ・アクティブ・チャイルド・プログラムについて
８　国際交流事業
 （１）日独スポーツ少年団同時交流事業
  ①受入事業（７月23日～８月８日：全体／７月25日～
   29日：水俣市）
   ・ドイツ団９人を水俣市に受入。民泊活動、スポーツ
    交流、文化交流を実施。
  ②派遣事業（７月31日～８月17日：ドイツ各地）
   ・本県参加希望なし
９　日本スポーツ少年団顕彰事業
 （１）市町村表彰：推薦団体なし（該当市町村辞退のため）
 （２）指導者表彰：推薦者なし
10　登録状況
 （１）単位団数　熊本県：221団（前年度192団：比＋29団）
 （２）指導者数　熊本県：798人（前年度688人：比＋110人）
 （３）団員数　熊本県：3906人（前年度3206人：比＋700人）

１　会議関係
 （１）財務特別委員会
  ①第１回（７月19日：ANAクラウンプラザホテル熊本
   ニュースカイ／委員出席35人）
   ・財務特別委員会委員について
   ・免税募金の目標金額及び活動計画について
   ・寄附金に係る充当事業並びに収支予算について
  ②第２回（12 月 5 日：県民総合運動公園陸上競技場
   会議室／出席５１人）
   ＊第２回理事会に引き続き開催。会議終了後、女子ハ
    ンドボール世界選手権観戦。
   ・免税募金及び１００円募金の実績経過報告について
   ・免税募金の目標額及び活動計画について
   ・上半期事業報告について
 （２）企画会（６月１４日：水前寺共済会館／出席８人）
  ・財務特別委員会委員について
  ・免税募金の目標金額及び活動計画について
  ・寄附金に係る充当事業並びに収支予算について
  ・免税募金趣意書について
  ・免税募金・100 円募金ポスター及びリーフレットの
   選定について
２　事業関係
 （１）企業・団体等訪問（150か所）
 （２）100円募金活動
  ①街頭募金活動（1月11日：熊本市街／募金額30,585円）
  ②優勝祝賀会（1 月 11 日：ホテル日航熊本／募金額
   48,119円）
  ③各加盟団体での取り組み（募金額：54 加盟団体／
   3,432,489円）
 （３）周知ポスターの作成
  ①免税募金ポスター：300 部作成後、各協賛団体等へ
   配付
  ② 100 円募金ポスター：200 部作成後、加盟団体等
   へ配付
 （４）協賛社（団体）ロゴマーク活用事業（６９企業・団体）
  ・10 万円以上の寄附社（団体）を対象に、本会の活動を
   支える支援企業・団体として社名ロゴマークを本会の各
   種印刷物やホームページ等を活用し広く周知する。
３　募金実績
 （１）免税募金：24,060,000円（242件）

 （２）100円募金：3,678,614 円（加盟団体3,432,489
  円・事務局246,125円）

公益財団法人熊本県スポーツ協会

 
 
（７）スポーツ指導者フォーラム（１月 13日：くまもと県民
   交流館パレア／231人参加）
  ・講演：女性アスリートの健康支援～パフォーマンス向上
   をめざして～
   講師：百枝 幹雄 氏（聖路加国際病院副院長・女性アスリー
   ト健康支援委員会理事）
  ・ワークショップ：ジュニアスポーツ指導の実態と問題点
   について（第15回）
   発表者：山下　政弘　氏（テニス協会）
   杉本　　孝　氏（軟式野球連盟）
   庭田　孝男　氏（スポーツ少年団指導者協議会）

 

 
 （８）研究紀要No.35の編集・発行
  ・各種医科学事業報告及び各種資料編集。100部作成し各
   関係団体へ配付。
 （９）スポーツドクター活動活性化事業
  ・公益社団法人熊本県医師会に対して助成事業を実施。
  ・事業対象：各種スポーツ大会へのスポーツドクターを派
   遣する事業
   競技団体を開催する県内研修会等に、スポーツドクター
   を派遣する事業
   スポーツドクターの資質向上のため、県内研修会を開催
   する事業
   中央研修会（義務研修会を除く）にスポーツドクターを
   派遣する事業

１　会議関係（県スポーツ協会）
 （１）本部委員会
  ①第１回（４月２４日：県民総合運動公園／委員２名出席）
   ・平成３０年度事業報告、決算報告について
  ②第２回（２月１３日：水前寺共済会館／委員２名出席）
   ・令和２年度事業計画 (案 )・予算 ( 案 ) について
 （２）指導者協議会
  ①第１回（７月４日：県民総合運動公園／委員８名出席）
   ・スポーツ少年団の拡充について
  ②第２回（２月１３日：水前寺共済会館／委員６名出席）
   ・令和２年度事業計画 (案 )・予算 ( 案 ) について
   ・スポーツ少年団の拡充について
 （３）市町村事務担当者説明会（４月24日／県民総合運動公
  園陸上競技場会議室／市町村担当者１８名出席）
  ・スポーツ少年団概要説明、事業内容、登録手続き
２　会議関係（九州ブロック　幹事県：福岡県／開催県：熊本県）　　
 （１）連絡協議会（４月22日～23日：熊本県／本部長、指
  導協会長、担当者）
  ・平成30年度日本スポーツ少年団常任委員会の報告
  ・連絡協議会平成30年度決算 (案 )、令和元年度予算 (案 )
 （２）指導者研究協議会（11月 17日～18日：熊本県／指
  導協副会長、事務局）
  ・日本スポーツ協会スポーツ指導者制度の改定について
  ・九州ブロックスポーツ少年団競技別交流大会について
  ・講演Ⅰ：今後のスポーツ少年団指導者制度について
   講師：駒田 惇 氏（日本スポーツ協会少年団課）
  ・講演Ⅱ：陸上三段跳び日本一から車いす陸上へ
   講師：中尾 有沙 氏（株式会社祐和會）
 （３）日本スポーツ少年団九州ブロック会議（１月30日～
  31日：熊本県／本部長、指導協副会長、事務局）
  ・令和２年度事業計画・予算について
  ・日本スポーツ少年団指導者制度の改定について
  ・九州ブロックスポーツ少年団競技別交流大会について
３　会議関係（日本スポーツ少年団）
 （１）委員総会
  ①第１回（６月１日：東京都／代表委員（本部長）出席）
   ・平成３０年度日本スポーツ少年団事業報告及び決算に
    ついて
   ・令和元年度日本スポーツ少年団事業計画及び要望予算
   の編成について
  ②第２回（２月２９日：東京都）※新型コロナウイルス感
   染症の影響により開催中止。書面決議に変更
   ・日本スポーツ少年団の名称について
   ・各種規定の改定について
   ・令和２年度事業計画・予算について
 （２）指導者協議会（６月14日～15日：東京都／指導者協
  議会会長出席）
  ・第 10次育成６か年計画 - アクションプラン2019- につ
   いて
  ・日本スポーツ協会指導者制度改定の方向性について
 （３）事務担当者会（４月25日：東京都／事務局１名出席）
  ・令和元年度各事務手続きについて
４　スポーツ交流事業
 （１）県大会
  ①ソフトボール大会（６月８日～９日：県民総合運動公園
   ／９チーム参加）
   ・成績：１位　三角小ソフトボールクラブ（宇城市）
    ２位　小坂ジュニアソフトボールクラブ（御船町）
    ３位　深海久玉ソフトボールクラブ（天草市）

   ②軟式野球大会（６月16日 ･22日 ･23日：県民総合運
   動公園 他／ 32チーム参加）
   ・成績：１位　ガッツ少年野球クラブ（八代市）
　    ２位　不知火ファイターズ（宇城市）
    3 位　荒尾スラッガーズ（荒尾市）・山鹿少年野球
    クラブ（山鹿市）

  ③バレーボール交流大会（７月13日～14日／山鹿市鹿
   本体育館・熊本市立慶徳小学校／２０チーム参加）
   ・成績：１位　日吉ＶＢＣ（熊本市）
　    ２位　熊本中央ＶＢＣ（熊本市）
　  　 ３位　熊本大津ジュニアバレーボールクラブ（大津町）

  ④剣道 全国大会熊本県予選（９月７日：熊本武道館／小学
   生の部３団、中学生男子４名、女子３名参加）
   ・成績：小学生の部
    １位　合志少年剣道クラブ（合志市）
    ２位　龍驤館スポーツ少年団（熊本市）
    ３位　熊本 神泉会剣道スポーツ少年団（合志市）
   中学生男子の部

    １位　長尾 洋希（龍驤館スポーツ少年団）
    ２位　松本 正幸（熊本神泉会剣道スポーツ少年団）
    ３位　立山 翔夢（熊本神泉会剣道スポーツ少年団）
   中学生女子の部
    １位　歌野 花奏（熊本神泉会剣道スポーツ少年団）
    ２位　若松 楓（龍驤館スポーツ少年団）
    ３位　工藤 ほのみ（熊本神泉会剣道スポーツ少年団）

  ⑤県少林寺拳法交流大会【助成事業】（11月３日：水俣市
   総合体育館／県内1 4支部132名参加）

  ⑥くまもとジュニアアスレティックトライアル（12月22
   日：県民総合運動公園）＊雨天中止

 （２）九州大会　　
  ①ミニバスケットボール交流大会（８月９日～11日：大
   分県）
   ・本県参加：熊本北部総合スポーツクラブ (熊本市／男子・
    女子の部 )・楡木校区スポーツ少年団 (熊本市／男子の部 )
   ・本県成績：男子の部　熊本北部総合スポーツクラブ
    ＝ 1回戦敗退
    楡木校区スポーツ少年団＝１回戦敗退
    女子の部　熊本北部総合スポーツクラブ＝１回戦敗退
  ②空手道交流大会（８月17日～18日：宮崎県）
   ・本県参加：拳心塾（熊本市）・舞晃舘空手（熊本市）
   ・本県成績：
    小学５年生男子組手＝舞晃舘 山川 竜臣＝準優勝
    小学５年生女子組手＝拳心塾 岩下 凛久＝３位
    小学６年生男子組手＝舞晃舘 稲﨑 大響＝３位
    中学１年生女子組手＝舞晃舘 井手 心遥＝３位
    中学３年生男子組手＝拳心塾 岩下 大地＝３位
    中学３年生女子組手＝拳心塾 山下 奈々＝３位
    中学２年生男子形＝舞晃舘 福原 一千花＝３位
    小学女子団体組手＝拳心塾＝３位
  ③剣道交流大会（８月10日～12日：福岡県）
   ・本県参加：龍驤館（熊本市／小学生・中学生の部）
   ・本県成績：小学生の部＝龍驤館＝３位
  ④軟式野球交流大会（８月23日～25日：長崎県）
   ・本県参加：ガッツ少年野球クラブ（八代市）・不知火ファ
    イターズ（宇城市）
   ・本県成績：ガッツ少年野球クラブ＝１回戦勝利　※２
    回戦以降雨天中止
    不知火ファイターズ＝１回戦敗退
  ⑤ソフトボール交流大会（８月23日～ 25日：佐賀県）
   ・本県出場：三角小ソフトボールクラブ（宇城市）・小
    坂ジュニア（御船町）
   ・本県成績：三角小ソフトボールクラブ＝予選リーグ
    敗退
    小坂ジュニア＝予選リーグ敗退
  ⑥バレーボール交流大会（８月１６日～１８日：沖縄県）
   ・本県出場：熊本大津（大津町）・熊本中央（熊本市）
   ・本県成績：熊本大津＝予選リーグ敗退　熊本中央＝３位
  ⑦サッカー交流大会（８月１６日～１８日：鹿児島県）
   ・本県出場：出水スポーツ少年団（熊本市）・MAROLA
    亀川（天草市）
   ・本県成績：出水スポーツ少年団＝２位パート１位
    ＭＡＲＯＬＡ亀川＝３位パート３位
 （３）全国大会　　
  ①軟式野球交流大会（８月２日～４日：兵庫県）
   ・本県参加：本県出場無し　※九州Ⅰグループ輪番によ
    り長崎県出場のため
  ②ホッケー交流大会（７月26日～29日：栃木県）
   ・本県出場なし
  ③バレーボール交流大会（３月２７日～３０日：岐阜県）
   ※新型コロナウイルス感染症の影響により開催中止
   ・本県参加：日吉バレーボールクラブ
  ④剣道交流大会（３月２７日～２９日：長野県）
   ※新型コロナウイルス感染症の影響により開催中止
   ・本県参加：小学生団体の部　合志少年剣道クラブ
     中学生男子の部　長尾　洋希（龍驤館）
     中学生女子の部　歌野　花奏（熊本神泉会）
５　研修事業
 （１）スポーツ少年大会　　
  ①全国スポーツ少年大会（８月１日～４日：長崎県）
   ・６人参加（指導者１人・団員中学生５人）
  ②九州ブロックスポーツ少年大会（８月10日～ 13日：
   熊本県／124人参加）
   ・本県10人参加（団員小学生８人、中学生２人）
 （２）リーダースクール　　
  ①シニア・リーダースクール（８月８日～12日：静岡県）
   ・本県参加希望無し
  ②ジュニア・リーダースクール（３月14日～15日：阿蘇市）
   ※新型コロナウイルス感染症の影響により開催中止

６　指導者講習会等
 （１）スポーツリーダー兼スポーツ少年団認定員養成講習会
  （10月 26日～27日：植木文化センター）
  ・86人参加／資格認定42人、認定保留44人

 （２）スタートコーチ（スポーツ少年団）関係
  ①スタートコーチ（スポーツ少年団）インストラクター移
   行研修会（全国７会場）
   ・11月 10日 愛知県１名
   ・11月 16日 福岡県１名
   ・令和２年度から始まるスタートコーチ（スポーツ少年団）
    養成講習会の講師を養成する研修会。認定育成員対象。
  ②スタートコーチ（スポーツ少年団）インストラクター養
   成講習会（11月 23日～24日：大阪府）
   ・本県参加なし
   ・令和２年度から始まるスタートコーチ（スポーツ少年団）
    養成講習会の講師を養成する講習会。
 （３）アクティブ・チャイルド・プログラム関係
  ①幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム普及
   促進研修会（11月 23日：光の森町民センター／ 29

年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度
参加者数 ４９人 ６３人 ５８人 ５１人

＜アンチ・ドーピング教育・啓発事業熊本県講習会参加実績＞

年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度
参加者数 ２３４人 ２１９人 ２２２人 ２３１人

＜スポーツ指導者フォーラム参加実績＞

（Ⅳ）スポーツ少年団本部委員会 

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
参加団数 ９団 ９団 ６団 ９団
参加団員数 １３３人 １３８人 ９１人 １４２人

＜ソフトボール大会の参加状況＞

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
参加団数 ３２団 ３２団 ３２団 ３２団
参加団員数 ５３７人 ５６５人 ５６０人 ５３８人

＜軟式野球大会の参加状況＞

年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
小学生 ３団 ３団 ３団
中学生男子 ２人 ５人 ４人
中学生女子 １人 ４人 ３人

＜剣道大会の参加状況（平成29年度から実施）＞

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
参加団数 １４団 １４団 １４団 １４団
参加団員数 １２８人 １４１人 １２９人 １３２人

＜少林寺拳法大会の参加状況＞

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
＊雨天中止

参加団数 10団 15団 25団 20団（予定）
参加団員数 73人 151人 258人 321人（予定）

＜ジュニアアスレティックトライアルの参加状況＞

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
参加団数 ２１団 ２３団 ２４団 ２０団
参加団員数 ２２６人 ２４８人 ２６２人 ２２４人

＜バレーボール大会の参加状況＞

年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度
参加団員数 ７８人 １０７人 ９３人 ８６人

＜養成講習会の参加状況＞

年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度
参加団員数 ７２人 ３８人 ４９人 ２９人

＜研修会の参加状況＞

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
＊雨天中止

参加団数 １０団 １２団 １２団 ８団（予定）
参加団員数 ３２人 ３１人 ２８人 ２７人（予定）

＜ジュニアリーダースクールの参加状況＞

年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度
単位団数 １７７団 １８９団 １９２団 ２２１団

指導者数 ６１１人 ６６７人 ６８８人 ７９８人

団員数 ２７７６人 ３１９３人 ３２０６人 ３９０６人

対象人口加入率 0.93％ 1.07％ 1.07％ 1.3％

同上 ( 幼児～小学生 ) 2.64％ 3.05％ 3.04％ 4.49％

＜登録数の状況＞

（Ⅴ）財務特別委員会 

平成27年 平成28年 平成29年
277件 273件 264件

23,480,000円 23,150,000円 23,710,000円

平成30年 令和元年
260件 242件

23,592,000円 24,060,000円

平成27年 平成28年 平成29年
75団体 65団体 67団体

4,964,829円 4,633,951円 4,392,026円

平成30年 令和元年
66団体 62団体

4,742,927円 3,678,614円
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令和2年度事業報告

＜総務常任委員会＞
１　会議関係（県スポーツ協会関係）
 （１）評議員会
  定時（６月１２日：熊本市／評議員）
  ・令和元年度事業・決算報告について
  臨時（３月１２日：熊本市／評議員）
　　 ・熊本県民体育祭について
 （２）理事会
  第１回（５月２８日：熊本市／理事・監事）
  ・令和元年度事業・決算報告について
  ・国民体育大会本部役員編成について
  ・県スポーツ協会表彰について
  第２回（６月１５日：熊本市／理事・監事）
  ＊新旧役員懇親会実施
  ・専務理事・常務理事・各委員会の構成について
  第３回（１２月３日：熊本市／理事・監事）
  ・臨時評議員会の開催について
  ・スポーツ振興くじ助成事業について
  第４回（２月２５日：熊本市／理事・監事）
  ・令和３年度事業計画・予算について
  ・熊本県民体育祭について
 （３）役員会
  第１回（５月２１日：熊本市／常務理事以上の理事）
  第２回（７月２２日：熊本市／常務理事以上の理事）
　　第３回（１１月２０日：熊本市／常務理事以上の理事）
　　第４回（２月１８日：熊本市／常務理事以上の理事）
　　＊理事会等の審議事項について
 （４）常任委員会
　　第１回（４月２４日：熊本市／総務常任委員会委員）
　　・令和元年度総務関係事業・決算報告について
　　第２回（６月３０日：熊本市／総務常任委員会委員）
　　・委員長・副委員長について
　　・総務関係事業及び予算について
  第３回（２月１２日：熊本市／総務常任委員会委員）
　　・令和３年度事業計画・予算について
 （５）定期監査（５月１４日：県民総合運動公園陸上競技場会議室／
  監事）
　　・県スポーツ協会監事による令和元年度事業・会計監査
２　会議関係（日本スポーツ協会関係）
 （１）定時評議員会（６月１９日：東京都／本会選出評議員）
  ・令和元年度事業・決算報告について
 （２）加盟団体代表者会議（３月１７日：東京都／本会代表役職員）
  ・令和３年度事業計画・予算について
  ・スポーツインテグリティについて
 （３）国体連絡会議（３月１７日：東京都／本会代表役職員）
　　・国民体育大会の今後の取組について
３　会議関係（都道府県体育・スポーツ協会連合会関係）
 （１）総会（３月１６日：東京都／専務理事）
　　・令和元年度事業及び会計報告について
　　・令和２年度事業計画及び予算について
 （２）西地区事務局長研修会（１１月１８日～１９日：長崎県／事務
  局長）
　　・西地区（１７県）事務局長による研修会
 （３）事務局職員研修会（１２月２日～４日：三重県／事務局員）
  ・４７都道府県体育協会職員による研修会
４　会議関係（九州地区体育・スポーツ協会連絡協議会関係）
 （１）連絡協議会
  第１回（４月９日～１０日：沖縄県／専務理事・事務局長他）
　　 ・令和元年度報告（事業・決算）、令和２年度計画（事業・予算）
  第２回（１１月５日～６日：福岡県／専務理事・事務局長他）
　　 ・九州ブロック大会報告・令和３年度計画
５　事業関係
 （１）加盟団体長・理事長会（１月９日：熊本市／加盟団体長・理事長）
  ・本会の事業推進に向けた組織的な連携強化と相互理解を図り、ス
   ポーツに対する意識を高めるとともに、更なる連帯感を深めるた
   め実施
 （２）国際・全国スポーツ大会優勝祝賀会（１月９日：熊本市／優勝者、
  加盟団体等）
　　・令和２年（１月～１２月）に各種全国・国際大会で優勝した個人・
   団体の栄誉を称え、加盟団体と共に祝福するために実施
 （３）広報活動
  ・県民のスポーツに対する意識の高揚を図るため、スポーツ情報や
   本会の活動状況を広く発信するため、会報誌の発行等を行う
   ①会報誌：年２回（１２月・３月）各２０００部発行
   ②ホームページ：年４回（６月・９月・１２月・３月）更新
   ＊情報提供欄は随時更新
   ③規程集・名簿集の作成：本会役職員並びに加盟団体及び関係機
    関等に配付（隔年作成）
 （４）親善ゴルフ大会
  ・加盟団体の融和を図り、更なる親睦を深めることを目的に開催（２
   回）
   ①県スポーツ協会親善ゴルフ大会（11月 24日：会場未定／県
    ス協役員、協賛団体・加盟団体）
   ②会長杯ゴルフ大会（２月６日：会場未定／県ス協役員、協賛団体・
    加盟団体）

１　地域スポーツ常任委員会
 第１回（４月27日：熊本市／地域スポーツ常任委員）
 ・令和元年度事業・決算報告について
 第２回（７月１日：熊本市／地域スポーツ常任委員）
 ・委員長及び副委員長の互選について
 ・県民スポーツ専門委員会及び総合型地域スポーツ専門委員会の構成
  について
 第３回（11月４日：熊本市／地域スポーツ常任委員、県民スポーツ
 専門委員）※合同会
 ・日本スポーツ協会スポーツ指導者資格の説明について
 ・県民体育祭について
 第４回（２月８日：熊本市／地域スポーツ常任委員）
 ・令和３年度事業計画・予算について
＜県民スポーツ専門委員会＞
１　会議関係（熊本県スポーツ協会関係）
 （１）専門委員会
　　第１回（７月１日：熊本市／県民スポーツ専門委員）
　　・日本スポーツ協会スポーツ指導者資格の説明について
　　・県民体育祭について
　　第２回（11月４日：熊本市／県民スポーツ専門委員、地域スポー
 ツ常任委員）※合同会
　　・日本スポーツ協会スポーツ指導者資格の説明について
　　・県民体育祭について
２　会議関係（県民体育祭関係：第７５回玉名荒尾大会）
 （１）第１回郡市代表者会（８月１２日：熊本市／各郡市代表者、関
  係競技団体）
  ・参加資格の確認
  ・組合せ抽選会実施
 （２）第２回郡市代表者会（９月２日：熊本市／各郡市代表者、関係
  競技団体）
  ・選手変更の確認について
 （３）第７５回県民体育祭玉名荒尾大会実行委員会総会（４月・１１
  月予定）
 （４）第７６回県民体育祭（八代市・八代郡）準備委員会総会（８月予定）
 ３　会議関係（日本スポーツ協会関係）
 （１）都道府県事務担当者会（４月＜現在 JSPO調整中＞ : 東京都／
  事務局指導者養成担当者）
  ・令和２年度事業概要及び各種手続きの説明
 （２）全国スポーツ指導者連絡会議（１２月＜現在 JSPO調整中＞：
  東京都／本県代表委員）
  ・各都道府県及び中央競技団体の指導者養成に関する代表者が一堂
   に会し、各会議の報告や今後の取り組みについて協議
  ・事務局からの伝達事項及び指導者養成について協議
４　事業関係
 （１）第75回熊本県民体育祭（９月19日～20日：荒尾市・玉名市・
  玉名郡）
  ・参加人員：加盟地域体育協会の監督選手 ･役員総数約8,000名（公
   開競技を除く）
  ・競技：採点競技２４種目、公開競技９種目
  ・趣旨：広く県民にスポーツを普及し、県民の健康増進とスポーツ
   精神の高揚を図り、明るく豊かな県民生活の進展に寄与する。

 （２）日本スポーツマスターズ2020愛媛大会（9月18日～22日：
  愛媛県）
  ＊水泳競技：9月 5日～6日・自転車競技：9月 11日～13日・
   ゴルフ競技：9月9日～11日
  ・趣旨：競技志向の高いシニア世代を対象としたスポーツの祭典。
   お互いに競い合いながらスポーツに親しむことにより、生涯ス
   ポーツのより一層の普及・振興を図り、生きがいのある社会の形
   成と健全な心身の維持・向上に寄与する。
　   ※各競技派遣者のとりまとめは、県競技団体が行う。
  ・主催：日本スポーツ協会、愛媛県、愛媛県体育協会
  ・実施競技：水泳･サッカー･テニス･バレーボール･バスケットボー
   ル ･ 自転車競技 ･ソフトテニス ･軟式野球 ･ソフトボール ･バド
   ミントン ･空手道 ･ボウリング ･ゴルフ（13競技）
 （３）日中成人スポーツ交流事業　＜スポーツ庁国庫補助事業／令和
  ２・３年度実施＞
  ・日本と中国の日中国交正常化35周年を記念し、2007年を「日
   中文化 ･スポーツ交流年」とし、これを契機として、両国におけ
   る生涯スポーツに親しむ成人を対象としたスポーツ交流を実施す
   ることにより、日中両国の親善と友好をさらに深めると共に両国
   のスポーツ振興を図る。
  ・交流方式　日中両国の成人団員（30歳～ 65歳）が互いの国を
   訪問し、様々な交流を行う相互交流方式
  ・主催　公益財団法人日本スポーツ協会
  ・共催　公益財団法人熊本県スポーツ協会及び関係中央競技団体
　　 ・期日　派　遣／５月25日～ 29日：中国四川省　受入／１１月
   ２７日～１２月１日：熊本県
　　 ・実施競技　テニス・バスケットボール・卓球・バドミントン（４競技：
   日中各６１人）
 （４）熊本県スポーツ指導者研修会（６月７日：熊本市）
  ・参加者：日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格保有者250
   名
　　 ・趣旨：公認スポーツ指導者の更なる資質向上と活動促進のため、
   指導者のニーズに応じた講演または研究発表、新たな課題解明や
   指導者相互の情報交換のための研究協議等による研修会を開催す
   る。
 （５）公認スポーツ指導者全国研修会（12月＜現在JSPO調整中＞：
  東京都）
  ・参加者：本県からは指導者協議会代表 (2 名 ) 及び指導者養成担
   当者 出席
  ・内容：特別講演、シンポジウム、ワークショップ等
  ・趣旨：スポーツ指導者としての研鑚を深めるとともに、全国の指
   導者と公認スポーツ指導者の関する情報を共有・交換する。
 （６）日本スポーツ協会公認コーチⅠ養成講習会
　　・趣旨：地域スポーツクラブ・スポーツ少年団・学校運動部活動
   等でのコーチングスタッフとして、基礎的な知識・技能に基づき、
   安全で効果的な活動を提供するための指導者を養成する。専門科
   目と共通科目の各カリキュラム修了者に資格が付与。
  ・受講条件：原則、満18歳以上の者。＜競技団体が定める条件あり。＞
　　　①専門科目
    ・期日：開催する競技団体の設定による。
    ・開催形態：競技団体による集合講習会／講習時間：20時間
    　以上
　　　  ・参加料：14,000円（別途必要経費がかかる場合がある。）
    ・実施団体：競技団体独自事業 (委託金なし )／バレーボール
   ②共通科目Ⅰ
　    ・開催時期：当該年度の６月から翌年３月
    ・開催形態：ＮＨＫ学園による通信講座を各自受講／35時間
    　以上
    ・参加料：19,800円　
 （７）日本スポーツ協会公認コーチングアシスタント養成講座（＝共
  通科目Ⅰ）
  ・趣旨：地域におけるスポーツグループやサークル等において、上
   位資格者を補佐する者として、基礎的なスポーツ指導や運営にあ
   たる公認指導者の基礎資格として養成。
  ・受講条件：受講する年の４月1日現在、満18歳以上の者。
  ・開催形態：ＮＨＫ学園の通信講座コースとして実施／35時間以
   上
  ・経費：35,000円
  ・期間：年４回募集（春期、夏期、秋期、冬期） 
  ・申込方法：指導者マイページから受講申し込みを行う。
 （８）地域スポーツ普及事業（助成）
  ・市町村における地域住民のスポーツ普及活動の事業に対し、その
   経費の一部を助成し郡市体育協会の発展に寄与する。
  ・助成対象団体：本会加盟の20地域体育協会
 （９）スポーツ教室開設事業／アクティブチャイルドプログラム
  （ACP）普及事業
  ・子どもたちの体力づくりやコミュニケーション能力の向上などを
   目的に、総合型地域スポーツクラブやスポーツ少年団と連携し、
   県内の地域体育協会並びに小学校等にＡＣＰ普及講師を派遣す
   る。
  ・開催予定：県内１２教室開設
 （10）熊本県スポーツ指導者協議会活動推進事業（助成）
  ・県内の日本スポーツ協会公認スポーツ指導者を会員として組織す
   る「熊本県スポーツ指導者協議会」の活動を支援することにより、
   公認スポーツ指導者相互の連帯と、社会認知度及び価値の向上を
   図り、より安全で充足されたスポーツ指導ができる指導者を養成
   するために熊本県スポーツ指導者協議会の活動に対し助成を行う。
  ・助成対象団体：熊本県スポーツ指導者協議会
 （11）加盟団体組織強化事業（助成）
  ・免税・100円募金還元事業（協力加盟団体へ100円募金全額及
   び免税募金半額を還元）
  ・国体実施競技外助成事業（９競技団体助成　＊高等学校野球含む）
５　表彰関係
 （１）熊本県スポーツ協会表彰事業
  ・本県のスポーツ振興に顕著な功績があった個人並びに団体の栄誉
   を称え、スポーツ功労者、スポーツ優秀者、スポーツ優良団体の
   表彰式を実施する。
  ・表彰日時：９月１９日（県民体育祭総合開会式時に実施）
 （２）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者等表彰事業（候補者推薦
  及び旅費補助を行う）
  ・永年にわたり公認スポーツ指導者として、顕著な功績があった者
   を表彰し、その功に報いるとともに、今後の公認スポーツ指導者
   制度の一層の発展に資する。
  ・被表彰者旅費補助：表彰状授与式に出席する被表彰者に対し旅費
   を補助（２万円）。
  ・表彰日時：１２月中＜ JSPO日程調整中＞（東京都）
 （３）2020年度ミズノスポーツメントール賞（候補者推薦）
  ・優秀なスポーツ指導者等を顕彰することにより、その労に報いる
   とともに他の指導者の励みとし、わが国選手強化のより一層の発
   展、スポーツ振興の充実を図ることを目的とする。
  ・表彰日時：2021年 4月予定
＜総合型地域スポーツクラブ専門委員会＞
１　会議関係
 （１）専門委員会
  第１回（７月１日：熊本市／総合型地域スポーツクラブ専門委員会
  委員）
　　 ・令和元年度（2019年度）事業報告・決算について
　　 第２回（２月８日：熊本市／総合型地域スポーツクラブ専門委員会
  委員）
  ・令和３年度事業計画・予算について
 （２）アドバイザーミーティング（５月28日～５月29日：東京都
  ／アドバイザー）
  ・アドバイザーの業務確認及び資質向上に関する会議
 （３）スタートアップ会議（５月３０日：東京都／アドバイザー）
  ・創設・自立支援事業に関する説明会
 （４）全国スポーツクラブ会議（９月26日～27日：東京都／事務局）
  ・全国の総合型クラブが一堂に会し、情報交換及び共有を行う会議
２　事業関係
 （１）ヒアリング活動
  ・総合型地域スポーツクラブの普及・啓発のため、総合型クラブが
   未設置である「未育成町村」への訪問を行い、地域スポーツの振
   興に係る状況の把握やクラブ創設に係る情報提供を行う。
  ・既に総合型クラブが活動している「既設置市町村」へは、クラブ
   との連携状況や課題の把握等を行うため訪問し、情報提供並びに
   情報収集を行う。併せて人口に対して設置数が少ない市町村には
   更なる増設を求めていく。
  ・ 設立準備団体、活動クラブに対しても訪問し、クラブの経営状況
   や課題の把握を行い、安定・継続的なクラブ運営ができるよう指
   導・助言を行う。
   ○未育成町村訪問　　錦町／南小国町／五木村／西原村　≪２町

    ２村：計１２回≫
   ○設立準備団体　天草市総合型地域スポーツクラブ設立準備委員
    会　≪４回≫
    西原倶楽部設立準備委員会　≪４回≫
   ○活動クラブ訪問　　県内69クラブ　≪内30クラブ程度≫
 （２）地域スポーツマネジメント講習会（６月27日～ 28日：熊本
  市／３０名程度）
   ・総合型地域スポーツクラブに関する知識を深め、「クラブマネ
   ジャー」として適切なクラブ運営のスキルを身に付けることを目
   的とし、講習会を実施する。なお、本講習会は日本スポーツ協会
   公認アシスタントマネジャー資格の専門科目となる。
  （３）地域スポーツ指導者研修会（２月７日：県南地域）
   ・県教育委員会の委託事業で各生涯スポーツ行政担当者やスポーツ
   推進委員、総合型地域スポーツクラブ指導者、スポーツ少年団指
   導者等、地域スポーツの振興に携わるうえで指導者としての資質
   向上、指導者の育成・養成を目的として研修会を開催する。
 （４）「地域スポーツ振興」講師等派遣事業
  ・スポーツ振興くじ助成事業を活用し総合型クラブ並びに設立準備
   団体及び本会加盟団体を対象に、県内アスリートやスポーツドク
   ター、スポーツトレーナー、公認資格保有指導者等を講師として
   派遣し、実技指導や研修・講義を行い、各団体が行う事業の活性
   化と支援体制の充実を図る。
  ・派遣予定：県内６団体
 （５）熊本県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会活動推進事業（助成）
  ・「総合型地域スポーツクラブ連絡協議会」の活動支援を行うことに
   より、県内総合型クラブの活動支援及び情報共有並びにクラブ間
   の相互の連帯を図り、スポーツ活動の推進を図る。
 （６）スポーツ指導者等と地域のマッチング・情報提供事業
  ・地域から要望があったスポーツ指導者やスポーツ関係の講師につ
   いて、本会加盟団体や本会役員と連携し、マッチング・情報提供
   を積極的に行う。
３　県内クラブ交流事業
 ・県教育委員会からの委託事業で、総合型地域スポーツクラブの啓発
  を目的に熊本県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会と協力し、県
  内クラブ交流事業を行う。
 （１）実行委員会
  ・大会の円滑な開催に向けて、熊本県総合型地域スポーツクラブ連
   絡協議会関係者で３回程度の会議を行う。
 （２）交流事業（日程及び会場未定：県内総合型地域スポーツクラブ）
  ・県内総合型地域スポーツクラブの活動を県内に広く周知するとと
   もに、総合型クラブの更なる普及と互いの連携を促進するため、
   スポーツイベントを行う。
４　ＳＣ全国ネットワーク関連
 ・総合型地域スポーツクラブ全国協議会（ＳＣ全国ネットワーク）と
  は、総合型クラブの円滑な運営や更なる定着・発展を目的とした全
  国組織。ネットワークアクションは、ＳＣ全国ネットワークと日本
  スポーツ協会が主催となり、全国９ブロックで情報共有・課題解決
  等を目的に開催。
 （１）総会（２月末予定：東京都／代表委員）
 （２）九州ブロッククラブネットワークアクション2020実行委員会
  （７月３日：長崎県）
 （３）九州ブロッククラブネットワークアクション2020（11月 21
  日～ 22日：長崎県）

１　競技スポーツ常任委員会
 第１回（４月２７日：熊本市／競技スポーツ常任委員）
  ・令和元年度事業・決算報告について
 第２回（７月２日：熊本市／競技スポーツ常任委員）
　　・委員長・副委員長について
　　・競技スポーツ関係事業及び予算について
　第３回（２月９日：熊本市／競技スポーツ常任委員）
　　・令和３年度事業計画・予算について
＜強化専門委員会＞
１　会議関係
 （１）専門委員会
　　第１回（10月27日：熊本市／強化専門委員会委員）
　　・国民体育大会の競技成績等について
　　・競技力対策研修会について
　　第２回（２月９日：熊本市／強化専門委員会委員）
  ・令和３年度「国体関連」について
  ・令和３年度国体目標順位について
 （２）競技力向上対策事業説明会（４月16日：熊本県立総合体育館
  会議室／４３競技団体）
　  ・基本方針・実施要項及び各種事業要領について
　　・事業費の配分について
　　・助成金交付要項について
　　・スポーツ医科学対策事業、熊本県スポーツ協会自主事業について
２　事業関係（競技スポーツ振興事業関係）
 （１）競技力向上対策事業
  ・国民体育大会をはじめとした各種大会に向けた選手強化と各競技
   の底辺拡大・強化を図ることを目的とて実施し、本県の競技力向
   上と競技スポーツの普及・振興に資する。
   ①国体強化事業：当該年度の九州ブロック対策や次年度
    のおける国体に向けた選手強化として、全競技団体の国体候補
    選手の強化を図る。
   ②練習環境整備事業：日常の強化練習において、特に需用費・使
    用料・備品購入費等が必要な競技に対して助成する。
 （２）一貫指導体制整備事業
  ・有望選手の早期発掘と発達段階に応じた一貫指導体制を推進する。
   ①ジュニア育成強化事業
    ア ジュニア育成事業（小・中学生）※タレント発掘・普及事
     業含む
　　　  イ ジュニア強化事業（中体連・高体連）
　　  ②指導体制強化事業
　　　  ア 強化指導者研修派遣事業（中央研修、企業・大学連携）　　
 （３）トータルサポート事業
  ・事業推進のため、競技力分析の情報収集及び視察激励等の事業を
   行う。
   ①競技力向上対策研修会（11月３日：熊本市／国民体育大会関
    係競技団体）
    ・国体強化の指導者等を対象に実施し、資質向上を図る。
　　　  ・講話及び成績報告及び分析
   ②調査研究・広報事業
    ・第 40回九州ブロック大会及び第75回・第76回国民体育
    　大会時での出場競技激励
　　　  ・事業説明資料等作成
 （４）競技力向上対策事業に係る競技団体ヒアリングの実施
  ・対象競技団体：国民体育大会の正式競技として実施される関係
   41競技団体及び中学校体育連盟・高等学校体育連盟
  ・期間：11月中旬～翌年２月末日　※上記期間中、各団体１時間
   程度
  ・実施者：本会及び県教育庁教育指導局体育保健課競技スポーツ係
  ・会場：県民総合運動公園陸上競技場会議室
 （５）子どものスポーツ環境整備事業
  ・子どもたちのスポーツに対する興味関心や意識を高め、各競技の
   普及とジュニア選手の育成を図る。また、高い指導力と専門性を
   持つ競技団体が、地域と連携しながらスポーツ教室や体験合宿等
   を行うことで、地域活性化を図るとともに、子どもの可能性を引
   き出すきっかけづくりを行う。
 （６）優秀競技者・指導者育成支援事業
　  ・国内外におけるトップレベルの選手や指導者及び、スポーツ医
   科学に精通した講師等を招聘し、研修会や講習会を実施し、選
   手育成や指導者のスキルアップを目指すための整備を行う。
 （７）くまもとワールドアスリート事業　＜県委託事業＞
  ・オリンピック出場に向けた県内有望選手の育成強化を図るととも
   に、本事業の対象選手・指導者が得たトレーニング法等の情報を
   県内の選手指導者に伝達・還元し、本県の競技力向上を図る。
   ①指定選手育成事業　　各競技団体が、医科学分野等を取り入れ
    た先進的トレーニングや強化練習及び国内外への合宿遠征等を
    行い、育成指定選手の育成・強化を図る。また、育成指定選手
    の日常の練習において、特に需要費・備品購入費・使用料及び
    賃借料等が必要な場合に整備を行う。
　　  ②マルチサポート事業　育成指定選手に対して、メディカル
    チェックやトレーナー派遣等の事業を実施するほか、医科学・
    心理学・栄養学等に関するサポート事業を多方面から行う。
３　事業関係（熊本県スポーツ協会自主事業）
 （１）第３６回日韓親善スポーツ交流（忠清南道）事業（派遣）
  ・熊本県と大韓民国・忠清南道の姉妹提携の趣旨並びに本会と忠清
   南道體育會との申し合わせに基づき、大韓民国で開催する日韓親

（Ⅰ）総務常任委員会

（Ⅱ）地域スポーツ常任委員会

（Ⅲ）競技スポーツ常任委員会
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   善スポーツ交流大会に本県選手団を遣し、スポーツを通して両国
   の友好親善を深めるとともに、本県の競技力向上を図る。
　　 ・実施期間：６月25日～28日
　　 ・対象者：本県及び韓国の高等学校／各国20名（含む本部役員）
   ・競技団体：フェンシング（男子・女子）
４　国体派遣関係　
 ・国民体育大会並びにその予選会となる九州ブロック大会の大会実施
  要項及び総則等に基づき、本県選手団を編成し派遣する。
 （１）第40回九州ブロック大会
  ①夏季大会（5月24日～7月19日：10競技開催）
   ・場所：沖縄県那覇市他
  ②秋季大会（8月14日～29日：21競技開催）
   ・場所：沖縄県那覇市他
  ③冬季大会（12月５日～６日：アイスホッケー競技）
   ・場所：福岡県福岡市
 （２）第75回国民体育大会
  ・本大会（10月3日～10月13日：陸上競技他36競技／鹿児島県）
  ・会期前（９月12日～20日：水泳他３競技／鹿児島県）
  ・結団式（９月24日：熊本市）
  ・知事報告会（10月28日：熊本県庁）
 （３）第76回国民体育大会冬季大会
  ・スケート・アイスホッケー競技会（１月27日～１月31日：愛知県・
   岐阜県）
  ・スキー競技会（２月18日～21日：秋田県）
  ・結団式（１月19日：熊本市）
＜スポーツ医科学専門委員会＞
１　会議関係（熊本県スポーツ協会）
 （１）専門委員会
  第１回（7月2日：熊本市／医科学専門委員会委員）
   ・令和元年度事業・決算報告について
   ・競技スポーツ振興事業医科学サポート事業について
   ・トレーナー部会関連について
　　第２回（10月27日：熊本市／医科学専門委員会委員）
   ・令和２年度事業経過概要について
　　第３回（２月９日：熊本市／医科学専門委員会委員）
   ・令和３年度「国体関連」について
   ・令和３年度ＡＴ養成講習会推薦について
 （２）トレーナー部会（６月４日：熊本市／トレーナー部会員）
  ・令和元年度事業報告・令和２年度事業計画について
  ・トレーナー研修会について
２　会議関係（日本スポーツ協会）
 （１）スポーツドクター代表者協議会（３月予定：東京都／委員長出席）
  ・公認スポーツドクターの連携を密にし、活動促進や相互
   研修、情報交換の促進
  ・アンチ・ドーピング活動の動向
　　・国体選手のメディカルチェックと医科学サポート
 （２）第７５回国体ドクターズ・ミーティング（10月２日：鹿児島県
  ／委員長出席）
  ・医・科学サポートシステムの充実を図るための情報提供及び意見
   交換
  ・国民体育大会における医療・救護体制について
 （３）アスレティックトレーナー連絡会議（１月予定：東京都／部会
  長出席）
  ・アスレティックトレーナーの連携及び活動促進・相互研修・情報
   交換等
  ・都道府県及び中央競技団体における活性化事例
３　講習会・研修会（日本スポーツ協会等関係）
 （１）日本スポーツ協会公認スポーツドクター養成講習会
  ・本会から日本スポーツ協会の募集人員に対して関係機関等に周知
   し推薦を行う。
 （２）日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー養成講習会
  ・本会から日本スポーツ協会の募集人員に対して２人を推薦する。
   （内１名受講）
 （３）日本スポーツ協会公認スポーツドクター研修会
  ・公認スポーツドクターにおける義務研修会
  ・全国３ブロック（東地区・中地区・西地区）で６月～１月に開催。
   その他、日本臨床スポーツ医学会・日本整形外科スポーツ医学会
   学術集会、日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会、チームドクター
   研修会2020も対象として実施。
４　事業関係
 （１） スポーツトレーナー等大会派遣事業
  ・国民体育大会において優秀な成績を収めるため、スポーツ医科学
   の知識と技術をもち、実践できるトレーナー等を国民体育大会や
   ブロック大会に派遣し、選手の応急置や健康管理等のコンディ
   ショニングを図ることで、より効果的な競技力の向上を図る。ま
   た、トレーナーの育成と資質の向上を目指し、研修会を実施する。
   ①九州ブロック大会（沖縄県）への派遣
    ・九州ブロック大会参加競技団体の申請を基に内容を精査し、
    　トレーナー部会員を派遣する。
   ②国民体育大会（鹿児島県・愛知県・岐阜県・秋田県）への派遣
    ・国民体育大会参加競技団体の申請を基に内容を精査し、トレー
    　ナー部会員を派遣する。
   ③トレーナー研修会（12月16日：熊本市／トレーナー部会会員）
    ・本県トレーナーの資質向上及び最新の医科学知識の共有等も
    　目的に開催する。
 （２）国民体育大会ドクター・アスレティックトレーナー帯同＜本部
  役員派遣＞
  ・選手の応急処置や健康管理等のコンディショニングを図り、より
   効果的な競技力の向上を図る。また、「ドクターズ・ミーティング」
   に参加し、医科学の専門的な情報を共有する。
 （３）メディカルチェック事業
  ・国民体育大会の参加資格としては、「健康診断を受け、健康である
   ことを証明された者であること」と明記されている。候補選手の
   疾病を早期に発見し、発病の予防をすることにより、国民体育大
   会での事故を未然に防ぐため、候補選手に対する基本健康調査（ア
   ンケート）と、その結果に基づく健康診断・メディカルチェック
   を実施する。
   ①基本健康調査票（アンケート形式）の配付・回収
    時期：競技力向上対策事業説明会（令和２年４月開催）で配付
    対象：国民体育大会・九州ブロック大会参加選手及び候補選手
    等
   ②基本健康調査判定会の実施（７月７日：熊本市）
   ③メディカルチェックの実施（８月８日：熊本市）
   ④メディカルチェック判定会の実施（８月13日：熊本市）
   ⑤メディカルチェック総括会議の実施（10月27日：熊本市）
  ・第２回医科学専門委員会時に関係者のみで実施
 （４）医科学サポート事業
  ①心理サポート事業
   ・国体候補選手や指導者等を対象に効果的なメンタルトレーニン
    グの方法等の指導を行うことにより、心理的な面から競技力の
    向上を図る。
   ・強化担当者・指導者・選手の保護者を対象としたメンタルトレー
    ニング講習会を実施（２月２０日：熊本市）
  ②栄養サポート事業
   ・国体候補選手等の栄養摂取状況等をアンケートにより把握・分
    析し、その結果に基づき、効果的な栄養摂取の仕方等の指導を
    行うことにより、競技力の向上を図る。
   ・強化担当者・指導者・選手の保護者を対象とした正しい栄養摂
    取の仕方等についての講習会を実施（２月20日：熊本市）
   ・アンケートによる国体候補選手の栄養摂取状況把握及び分析
　　　・運動と栄養に関する研究事業
 （５）アンチ・ドーピング教育・啓発事業
  ・競技者支援関係者及び国体選手を中心としたアンチ・ドーピング
   教育・啓発活動を実施することにより、競技者が、国体や学校部
   活動等における薬物乱用・誤用の認識を高め、健全なスポーツ活
   動を推進する。
   ①ドーピング・コントロール説明会
    ・実施回数：２回（国民体育大会熊本県選手団に対して結団式
    　等の終了後に実施）
   ②アンチ・ドーピング教育・啓発事業熊本県講習会（１月30日：
    熊本県薬剤師会館）
    ・対象者：県下薬剤師、スポーツドクター、トレーナー、県内
    　学校関係者等
   ③ＪＡＤＡ・アンチ・ドーピング加盟団体等連絡会議（年２～３
    回程度：東京都）
    ・新年度におけるアンチ・ドーピング規定等、留意事項の詳細
    　説明等を実施。
 （６）スポーツ指導者フォーラム（１月１１日：熊本市）
  ・広く県民の間にスポーツを普及し、また競技力の向上を図るため、
   特にスポーツ医・科学分野の知識・理解を深めるため、体育スポー

   ツ関係者を一堂に会し研修の場とする。併せて日本スポーツ協会
   公認スポーツ指導者における義務研修会として実施する。
  ・内容：講演及びワークショップを実施
  ・参加者：スポーツドクター、トレーナー、公認スポーツ指導者等
 （７）研究紀要の編集・発行
  ・スポーツ医・科学事業の事業内容や研究成果等を編集・冊子化し、
   加盟団体等へ配布する。
 （８）スポーツドクター活動活性化事業　
  ・公益社団法人熊本県医師会が行う下記の事業に対して助成事業を
   実施する。
   ①各種スポーツ大会へのスポーツドクターを派遣する事業
   ②競技団体を開催する県内研修会等に、スポーツドクターを派遣
    する事業
   ③スポーツドクターの資質向上のため、県内研修会を開催する事
    業
   ④中央研修会（義務研修会を除く）にスポーツドクターを派遣する
    事業

１　会議関係（県内関係）
 （１）県スポーツ少年団本部委員会
  第１回（４月２８日：熊本市／県スポーツ少年団本部委員）
   ・令和元年度事業・決算報告
  第２回（７月３日：熊本市／県スポーツ少年団本部委員）
   ・本部長及び副本部長の互選について
   ・熊本県スポーツ少年団指導者協議会の構成について
  第３回（２月10日：熊本市／県スポーツ少年団本部委員）
   ・令和３年度事業計画・予算
 （２）県スポーツ少年団指導者協議会
　　 第１回（７月３日：熊本市／県スポーツ少年団指導者協議会委員）
   ・スポーツ少年団の現状報告・各種方策について
  第２回（２月10日：熊本市／県スポーツ少年団指導者協議会委員）
   ・スポーツ少年団の現状報告・各種方策について
 （３）市町村スポーツ少年団事務担当者会（４月28日：熊本市／市
  町村スポーツ少年団・社会体育担当者等）
   ・スポーツ少年団事業説明・各種手続き業務説明
   ・社会体育移行に伴う対応について
２　会議関係（九州ブロック）（幹事県：福岡県／開催県：鹿児島県）
 （１）九州ブロックスポーツ少年団連絡協議会（４月予定：鹿児島県
  ／本部長・指導者協議会会長・事務担当者）
 （２）九州ブロックスポーツ少年団指導者研究協議会（11月予定：鹿
  児島県／指導者協議会会長・女性指導者・事務担当者）
 （３）日本スポーツ少年団九州ブロック会議（1月予定：鹿児島県／
  本部長・指導者協議会会長・事務担当者）
３　会議関係（日本スポーツ少年団）
 （１）委員総会
  第１回（６月上旬：東京都／本県スポーツ少年団選出委員）
   ・令和元年度事業・決算報告
  第２回（３月上旬：東京都／本県スポーツ少年団選出委員）
   ・令和３年度事業計画・予算
 （２）指導者協議会（６月26日～27日：東京都／指導者協議会会長）
　　 ・第１０次育成６か年計画について
 （３）都道府県事務担当者会（６月２日：東京都／事務担当者）
  ・令和２年度各種事業の事務手続きについて
４　スポーツ交流事業
 （１）県大会
  ・本県ジュニアスポーツの活性化と団員相互の交流を促進する。ま
   た、日ごろの成果を発表する場を設けるとともに、各全国大会や
   九州大会の本県予選会とする。
   ①ソフトボール大会（６月６日・７日：県民総合運動公園ソフト
    ボール場　他）
   ・県ソフトボール協会及び県スポーツ少年団に登録のある20チー
    ム程度に参加募集を行う。
   ・上位入賞チームから順に九州大会 ( 長崎県 ) への出場資格を与
    える。
   ②軟式野球大会（６月13日・14日・20日・21日：県民総合
    運動公園　他）
   ・県内から各郡市代表３２チーム参加
   ・１位は全国大会 ( 岩手県 )、２位～３位は九州大会 ( 大分県 ) へ
    出場。
   ③バレーボール交流大会（7月11日～12日：山鹿市立鹿本体育
   館　他）
　   ・県内から30チーム程度参加募集
　   ・１位は全国大会 (岐阜県 ) へ出場
   ④剣道大会（９月１２日：熊本武道館）
   ・県内のスポーツ少年団登録剣道団体に募集。
　　　 ・小学生団体の部と中学生個人男女別を行う。
　　　 ・各区分の１位は全国 (福島県 ) への出場。
　　  ⑤県少林寺拳法交流大会（助成）（11月 1日：御船スポーツセ
    ンター）
   ・県内15支部200名参加
 （２）九州大会（第40回九州ブロックスポーツ少年団競技別交流大会）
  ・団員にスポーツの歓びを経験する機会と、より伸びるための研修
   の場を設け、各競技別交流大会を通じて団員相互の交流を深め、
   仲間意識と連帯を高めることにより、スポーツ少年団活動を一層
   豊かなものとし、地域における団員活動の活性化を図ることを目
   的として実施する。
   ①ソフトボール（開催県選択競技）（8月21日～23日：長崎県）
    ・本県出場枠：2チーム（県大会の上位入賞者から順に出場資
    　格を与える。・参加料補助）
    ・参加総数：１６チーム
   ②サッカー（８月21日～23日：佐賀県）
    ・本県出場枠：2チーム（参加を希望する登録団・参加料補助）
    ・参加総数：16チーム
   ③ミニバスケットボール（８月１４日～１６日：沖縄県）
    ・本県参加枠：男女各１チーム（参加を希望する登録団・参加
    　料補助）
　    ・参加総数：１６チーム（男子８チーム、女子８チーム）
   ④空手道（８月２９日～３０日：熊本県）
    ・本県参加枠：小中学生計２チーム（参加を希望する登録団・
    　参加料補助）
　    ・参加総数：16チーム
   ⑤軟式野球（８月14日～16日：大分県）
    ・本県参加枠：2チーム（県大会の１位、２位チームが出場・
    　参加料補助）
    ・参加総数：16チーム
 （３）全国大会
  ・団員にスポーツの歓びを経験する機会とより伸びるための研修の
   場を設け、各競技を通じて団員相互の交流を深め、仲間意識と連
   帯を高めることにより、スポーツ少年団活動を一層豊かなものと
   し、地域における団活動の活性化を図ることを目的とする。
   ①軟式野球交流大会（８月６日～９日：岩手県）
    ・本県出場枠：参加枠は九州Ⅰグループの輪番制により熊本県
    　出場。
   ②ホッケー交流大会（12月25日～28日：広島県）
    ・本県参加枠：男女各１チーム（県ホッケー協会で選考）
   ③剣道交流大会（３月下旬：福島県）
    ・県大会の小学生団体及び中学生男女各１名を派遣。（県大会優
    　勝チーム・優勝者を派遣）
   ④バレーボール交流大会（３月下旬：宮城県）
    ・県大会優勝チームを派遣。
    ・女子は48チーム (全都道府県 )参加。
５　研修事業
 （１）スポーツ少年大会
  ・各都道府県または九州各県スポーツ少年団リーダー及び指導者・
   団員の参加のもと集団生活を行い、スポーツ活動・文化学習活動・
   野外活動・交歓交流活動等を通して、青少年の心身の健全育成を
   図るとともに、スポーツ少年団活動をより一層促進し、地域にお
   ける活動の活性化を図る。また、リーダーの育成を考慮したスポー
   ツ交歓交流大会である。
   ①全国スポーツ少年大会リーダーアクション2020（7月 31日
    ～８月３日：静岡県）
　　　  ・本県参加枠：６名参加募集（指導者１名・団員 中学生高校生
    　５名）
   ②九州ブロックスポーツ少年大会（8月8日～11日：福岡県）
　　　  ・九州各県スポーツ少年団から参加　
    ・本県参加枠：２３名参加募集（指導者３名・団員小学４年生
    　以上１０名、中学生１０名）　
 （２）リーダースクール
  ・スポーツ少年団の団員の参加のもと、集団生活を行い、スポーツ

   活動・文化学習活動等を通じて、青少年のこころとからだを育て、
   将来の指導者として活躍できるリーダーの養成を目指すととも
   に、各単位団間の交流を深め、スポーツ少年団活動の活性化を図
   る。
   ①シニア・リーダースクール（９月19日～22日：静岡県）
    ・本県参加枠：高校生以上の団員５名
　    ・参加資格：当該年度に団員登録をし、義務教育を終了した
    　20歳未満の者。また、ジュニアリーダー資格取得者または
    　リーダー制度に定める活動単位取得者
   ②熊本県ジュニア・リーダースクール（３月20日～ 21日：熊
    本県天草市）
　　　　・スポーツ少年団員４０名参加募集。
 （３）指導者講習会等
  ①スタートコーチ（スポーツ少年団）インストラクター移行研修会
   （10月～11月のうち１日間：福岡県）※その他全国６会場で実
   施
　　　・「認定育成員」資格取得者を対象に、2020年度から開催する「ス
   タートコーチ（スポーツ少年団）養成講習会」の講師を育成する
   ための講習会として、日本スポーツ協会が実施。
  ②スタートコーチ（スポーツ少年団）インストラクター養成講習会
   （10月～１１月のうち２日間：大阪府）
   ・都道府県スポーツ少年団本部長が推薦する者を対象に、2020
    年度から開催する「スタートコーチ（スポーツ少年団）養成講
    習会」の講師を育成するための講習会として、日本スポーツ協
    会が実施。
  ③スタートコーチ（スポーツ少年団）養成講習会
   ・「公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度」に基
    づき、単位スポーツ少年団活動における指導に係る最低限度の
    基礎知識を講習するため、スポーツ少年団の実技指導に携わる
    者を対象に実施する。
   ・期日等　第１回（11月８日：熊本市）／第２回（１月30日：
    熊本市）
  ④ジュニアスポーツフォーラム（６月２８日：東京都）
   ・スポーツ少年団指導者・リーダー、ジュニアスポーツにかかわ
    る法律化・研究者、公認スポーツ指導者資格保有者等を対象に、
    日本スポーツ少年団が主催で開催する研修会。
 （４）アクティブチャイルドプログラム関係
　　 ①幼児期からのアクティブチャイルドプログラム普及促進研修会
   （12月５日：菊陽町）
   ・日本スポーツ協会及び日本スポーツ少年団が文部科学省の委託
    事業として制作したアクティブチャイルドプログラム（発育・
    発達の過程にある幼児期から小学生程度の児童を対象とした身
    体の運動能力を高めるためのプログラム）を普及するための講
    習会として、スポーツ少年団関係者、日本スポーツ協会公認ス
    ポーツ指導者、総合型地域スポーツクラブ関係者、幼稚園・保
    育園等の教員、教育委員会関係者等を参加対象に実施。
  ②幼児期からのアクティブチャイルドプログラム講師講習会（日程
   会場未定※全国３会場）
   ・上記普及講習会の講師を育成するための講習会として日本ス
    ポーツ協会が実施。
  ③幼児期からのアクティブチャイルドプログラム講師講習会受講修
   了者対象ブラッシュアップ研修会（日程会場未定※全国３会場）
   ・過年度に講師講習会を受講した講師を対象にブラッシュアップ
    を目的に、日本スポーツ協会が実施。
 （５）リーダー会関係
  ①全国リーダー連絡会（６月27日～28日：東京都）
   ・本県参加枠：指導者１名、リーダー１名
   ・全国都道府県スポーツ少年団リーダーの相互研修及び情報交換
    を通じ、リーダーの資質向上と各都道府県リーダー会及び全国
    的ネットワークの充実・強化を目指し、各都道府県スポーツ少
    年団リーダー代表による全国会議。
   ・２日目の日程はジュニアスポーツフォーラムへ参加。
  ②九州ブロックリーダー研究大会（10月24日～25日：宮崎県）
   ・本県参加枠：指導者１名・リーダー５名
   ・九州各県スポーツ少年団リーダー関係者の相互研究を通して、
    九州各県及び各市町村スポーツ少年団リーダーの育成・充実並
    びにリーダー会の設置を促進するとともに、将来の指導者とし
    ての資質の向上を目指すため、九州各県リーダー代表による研
    究大会を開催。
  ③県リーダー会総会（６月上旬：熊本市／リーダー会会員）　＊定
   例会は毎月１回実施。
６　国際交流事業
 ・ 日本スポーツ少年団と相手国の青少年スポーツ団体の主催事業とし
  て、両国の優れた青少年および指導者の相互交流により、友好と親
  善を深め国際的能力を高めるとともに、両国の青少年スポーツの発
  展に寄与することを目的とする。
 （１）日独スポーツ少年団同時交流
  ①派遣（東京集結７月２６日／７月２７日～８月６日：ドイツ各地）
   ・事前研修会（指導者・団員）５月２日～４日：東京都
   ・全国で 88名程度。九州Ⅰグループで班を編成し、ドイツへ派
    遣する。
　　　 ・16歳～24歳の団員でシニアリーダー資格を保有者又は各種事
    業に参加実績のある者。
　　　※単年度に限り派遣人数枠減、日程短縮。
  ②受入（全体８月１０日～１９日）
   ・ドイツから全体で８８名程度を受け入れ、グループ毎に分散し、
    各地方で受入プログラムを担当する。
   ※令和２年度に限り全体受入人数枠減・日程短縮。九州ブロック
    の受入により、大分県担当。
 （２）日独青少年指導者セミナー派遣（８月10日～24日／ドイツ：
  隔年で実施。）
　　　・派遣負担金10万円
　　　・登録指導者で原則として50歳までの者。全国で募集10名。
 （３）日独スポーツ少年団指導者交流受入（10月 30日～11月 11
  日／関東ブロック：隔年で実施）
　　　・ドイツスポーツユーゲント指導者７名を受入。担当は全国の輪
   番による。
７　日本スポーツ少年団顕彰事業
 ・ 永年にわたりスポーツ少年団の発展に貢献し、特に顕著な功績のあ
  る「市区町村スポーツ少年団」「登録指導者」「退任指導者」に対して、
  日本スポーツ少年団が表彰（退任指導者に対しては感謝状を贈呈）
  を行う。本県から３市町村と個人１名を推薦する。
８　2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向け
 た取り組み（日本スポーツ少年団）
 ・フェアプレー推進及び全国スポーツ少年団一斉活動などを予定。
 ・オリンピック ･パラリンピックへの参画。大会セレモニー等への参
  加に向けた取り組み。
９　小学校運動部活動の社会体育移行に伴う取り組み
 ・関係団体（特に市町村教育委員会、市町村小学校体育連盟等）にスポー
  ツ少年団の説明・周知活動を行う。

１　会議関係
 （１）財務特別委員会
 第１回（７月２２日：熊本市／財務特別委員会委員）
 ・令和元年度報告、令和２年度計画について
 第２回（１２月３日：熊本市／財務特別委員会委員）
 ・令和２年度経過報告について　＊県ス協理事と合同で懇親会実施
 （２）企画会（６月30日：熊本市／財務特別委員会常任委員）
 ・令和元年度報告、令和２年度計画及び周知ポスター等選定
２　事業関係
 （１）街頭募金活動（１月９日：熊本市街）
  ・広く県民に県体育協会の事業等を周知し、スポーツに対する意識
   の高揚を図るため実施
 （２）企業・団体等訪問
  ・過年度実績を基に関係企業・団体等（150か所）を訪問し、県体
   育協会の事業並びに免税募金等の周知活動を実施
 （３）周知ポスターの作成
  ・各種啓発ポスターを作成し、各協賛団体や加盟団体等に配付し、
   広く県体育協会の事業並びに各種募金等の周知活動を実施
   ①免税募金ポスター：300部作成後、各協賛団体等へ配付
   ② 100円募金ポスター：200部作成後、加盟団体等へ配付
 （４）協賛社（団体）ロゴマーク活用事業
  ・10万円以上の寄付社（団体）を対象に、本県のスポーツ振興や本
   会の活動を支える支援企業・団体として、社名ロゴマークを本会
   の広報媒体（会報等印刷物・ホームページ等）を活用し広く周知
   する。

（Ⅳ）スポーツ少年団本部委員会　

（Ⅴ）財務特別委員会　
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　本会では、県内の総合型地域スポーツクラブ（以
下、総合型クラブと称する）の普及・育成、支援を行っ
ています。
　総合型クラブは、スポーツや文化種目を（多種目）、
子どもから高齢者まで（多世代）、それぞれの志向に
合わせて（多志向）活動できる仕組みであり、会費・参
加費等により（受益者負担）、地域の方々の主体的な
運営・経営（自主運営）により活動しています。
　第2期スポーツ基本計画に掲載されているとおり、
総合型クラブには「地域課題の解決」に寄与する公益
的な機能を期待されており、令和４年度からは、「総
合型クラブの登録・認証制度」の運用も開始される予
定です。
　そこで、総合型クラブのことをより多くの方々に
知っていただくため、県内の総合型クラブの特色あ
る取組を紹介します。

総合型地域
スポーツクラブ紹介

県北エリア

　クラブこうしでは、県北エリアでは2番目に設立した歴史
あるクラブの一つです。
　年々人口が増加している合志市ですが、クラブこうしでは、
子どもから高齢者まで、総勢637人の会員（令和2年3月末日
現在）で活動をしています。
　クラブでは、子育て世代にも人気な合志市エリアで、子育て

　・叱るより、良い点等を褒めて伸ばす
　・児童のやる気と自立心を育てるサポートをする
　・指導者も一緒に楽しむ
■ ジュニアきくスポの活動の成果
　・学校、学年、男女関係なく仲良く活動をしている
　・人と人とのつながりで各種目の会員数が増加している
　・児童の自主性によりスムーズな活動ができている
■ 今後の展望
　一人でも多くの方にジュニアきくスポの活動を知ってい
ただき、その中から指導者を発掘し、この活動を継続できる
ように地域全体で支えて行きたい。
■ クラブＰＲ
　ジュニアきくスポは、元気な子どもの育成、コミュニケー
ション能力・体力の向上、仲間づくりを目的としているクラ
ブです。スポーツを通し自分に自信を持ち、夢や希望に向
かって努力するような子どもたちのサポートができればと
思います！

NPO法人クラブきくよう
～小学校運動部活動の社会体育移行の
　　受け皿として「ジュニアきくスポ」開設！～　

インタビュー：クラブマネジャー　ニノ文昭子 氏

クラブこうし
～産後ヨガや親子教室の実施による子育て支援～　

インタビュー：事務局　村田和美、坂田由美子

菊陽町「NPO法人クラブきくよう」　設立年月日：平成13年4月1日
クラブ理念：地域住民に対してスポーツで健康増進、福祉、体力向上
や青少年の健全を行い、世代を超えて親睦や地域の活性化を目指す。

事務局：〒869-1103　菊池郡菊陽町久保田2598
TEL：096-273-8488　FAX：096-273-8639
MAIL：offi  ce@sports-kikuyo.jp
HP：https://www.club-kikuyo.jp/

クラブ情報

　NPO法人クラブきくようは、県内で最初に設立された総
合型クラブです。
　NPO法人化後、町からの受託事業がさらに増え、その一つ
として、平成30年度末まで各小学校で行われていた社会体
育の受け皿として立ち上げられた「ジュニアきくスポ」の受
託も始まりました。
■ ジュニアきくスポ概要
　町内在住の小学4年生～小学6年生を対象に4つの種目
（サッカー・ミニバスケットボール・バドミントン・総合運動
クラブ）を各小学校グラウンド及び体育館において、原則週2
日16時30分～18時30分（11月～2月は16時30分～18
時）の時間で活動を行い児童にとって適切なスポーツ環境を
提供しています。
参加者数（ 男性138人、女性159人　計　297人 ）　
参加学年（ 小学4～6年生 ）
活動曜日（ 月・火・木・金 ）各小学校活動種目になる
指導者数（ スタッフ約24名 ）
参加費用（ 2,500円/月 ）
■ 指導の際心がけていること
　・コミュニケーションスキルを身につける
　・児童の話しを最後まで聞く
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中 央エリア支援のプログラムとし
て、産後ヨガ教室や未
就学児対象の親子教室
を実施していますので
ご紹介します。
■ プログラム概要
　親子で触れ合いなが
ら、毎日一生懸命家事
や育児を頑張っている
ママ達が楽しく汗を流
し、リフレッシュでき
る時間を過ごせる場所
です。
■ プログラム実施
　 の経緯
　もともと、クラブで
YOGAの講師であり、
幼稚園の先生も経験さ
れている先生に、親子
教室などを開講したい
旨相談したところ、快
く引き受けてください
ました。
■ プログラム実施による会員からの声
　「子どもの成長も感じることができ、同時に自分のリフレッ
シュになりました。」「母親も子どもも一緒に楽しめるし、先生
がそれぞれの子どもの状態に応じて対応してくれて、とても
よかった。」
■ 今後の展望
　親子教室なので年間を通してとなると、子どもの調子次第
で参加できなくなる方がいる等、安定した参加者数が見込め
ないため、単発の教室として参加者を募集し、開催していく予
定です。
■ クラブPR
　クラブこうしは、熊本県合志市にある総合型の一つです。創
立17年を迎えました。
　合志市総合センターヴィーブル内に事務局を構え、合志市
内の各生涯学習課の施設を拠点に年間約500名の会員様と
共に活動しております。
　現在、年間登録料をお一人保険料込みで6,000円と比較的
お安い価格を設定しております。ファミリー割引もあり、家族
でご入会いただくとさらにお得です。
　各世代の方が通いやすい日程、種目をご用意しております
ので、幅広い世代の方にクラブこうしに入会していただき、複
数の教室に参加していただき楽しんでいただいております。
　定期的に教室に通えない方には、ビジター会員制度もおす
すめです。年間登録料不要で、一回の参加料を各教室にお支払
いいただくことで気軽にご参加いただけます。

日吉地域総合型スポーツクラブ
～地域で作った憩いの場
 ひよしの森グラウンドゴルフ場～　

インタビュー：クラブマネジャー　寺本 隆 氏

合志市「クラブこうし」　設立年月日：平成15年4月19日
クラブ理念：地域住民の体力向上と健康の増進。幼児から高齢者まで
のふれあいの場としての役割を果たし、低料金において利用者に提供
する。また、青少年の健全育成と地域住民の生涯スポーツの推進を図
ると共に健康で連帯感溢れる街づくりに貢献することを目的とする。

事務局：〒861-1116　合志市福原2922番地
TEL：080-5202-2454　FAX：096-248-5450
MAIL：club2454club2454@yahoo.co.jp
HP：http://sougougata.jimdo.com 

クラブ情報

　日吉地域総合型スポーツクラブは、熊本市南区の日吉中校
区エリアで活動しているクラブで、子どもから高齢者まで、総
勢608人の会員（令和2年3月末日現在）で活動をしています。
　熊本市で初めて設立した総合型クラブで、日吉東小学校体
育館内に事務局があります。
　特色として、白川河川敷に、クラブでグラウンドゴルフ場を
つくり、今では地域に愛される憩いの場となっています。
■ クラブのプログラム概要
　屋内競技４施設、屋外競技２施設（ナイター設備有）の合計
６施設を活用して、大人対象のプログラムを１３競技、子ども
体調のプログラムを７競技実施しています。
　毎月行う企画会議では、プログラムの行事予定の確認や報
告を行っています。プログラム内容については、通年同一で
行っています。
■ グラウンドゴルフ場の建設経緯
　クラブ設立当初、グラウンドゴルフ協議普及に取り組み、学
校施設を利用していましたが、施設利用が制限され、会員から
活動日数を増やすよう要望が上がりました。校区内の区画整
理用地を練習場に一時変更しましたが、水吐けが悪く雑草も
多い等、環境面に問題がありました。
　そこで、会員の発案で、白川河川敷を利用してはどうかとの
意見が出たため、ここを管轄する関係各所へ陳情を行い、許可
をいただきました。
　荒地を会員の有志で整備し、春は菜の花、夏は天然の川風や
木漏れ日を浴びながら年中素晴らしい環境で、楽しく集える
広場が会員の努力により完成しました。
　設立当初は、心ないイタズラ等ありましたが、広場を綺麗に
維持管理することで、今ではイタズラはなくなり、健全な校区
社会づくりの一環として役に立っていると思います。
■ 今後の展望
　今後は、運動や健康づくりだけの場だけではなく、文化的活
動の場として今後も活用したいと思っています。（屋外紙芝居
広場、太鼓演奏会、老人会などによる子どもたちの郷土玩具づ
くり体験会等）

熊本市南区「日吉地域総合型スポーツクラブ」
設立年月日：平成13年10月14日
クラブ理念：地域住民に必要とされるクラブになる

事務局：〒861-4101　熊本市南区近見5丁目1-1（日吉東小学校体育館内）
TEL：096-323-3160　FAX：096-355-3613
MAIL：hiyoshisc@gmail.com
facebook：https://www.facebook.com/日吉地域総合型スポーツ
クラブ-104168231033951/

クラブ情報
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中 央エリア

NPO法人
桜木ふれあいスポーツクラブ
～子どもたちのためのスポーツ教室
　元気いっぱいの子どもたちを育むために～　

インタビュー：クラブマネジャー　桝田 康代 氏

　NPO法人桜木ふれあいスポーツクラブは、熊本市東区桜木
エリアで活動しているクラブで、子どもから高齢者まで、総勢
235人の会員（令和2年3月末日現在）で活動をしています。
　県内で唯一、人工芝のグラウンド「桜木ふれスポパーク」を
クラブで保有しており、様々な方に活用されております。熊本
地震発生後も、この自前施設を活用した事業を数多く実施さ
れました。
　今回は、子どもたちのために開設されたスポーツ教室につ
いてご紹介します。
■ スポーツ教室開設の背景
　「小学校低学年、高学年でも運動に苦手意識がある子に、か
らだを動かす気持ち良さや楽しさを知ってもらいたい。」それ
がクラブの想いでした。
　スタッフの中から、指導者資格の取得を考えていたところ、
地域在住で子どものスポーツ指導をご職業としてされている
コーチの方がたまたま事務局を訪ねてこられ、ナイスタイミ
ングでスポーツ教室実施についてお話をいただきました。
　小学校の教頭先生にクラブの想いを伝えたところ、「とても
良い活動です。こんな指導を子どもたちにしたかったです。ぜ
ひ教師にも見学させたい。参加料についても、活動の趣旨を理
解いただければ通わせたいと思う保護者がいると思います
よ！」とのお話を頂きました。
　このような背景から、子どものスポーツ教室が６月から始
まり、体験会に20人程集まり、8人が入会しました。再度、運
動会前にチラシ配布を行いました。

■ 教室開設のときに心がけていること
　クラブの理念や活動趣旨を御理解いただいた指導者やス
タッフに協力いただいています。
スタッフや指導者の確保ができなければ教室が開催できない
ため、スタッフの確保が課題です。
　地域の方々に御協力いただきながら、会員の皆さんに楽し
んでいただける教室展開をしていきたいと思っています。
■ 今後のクラブの展望
　桜木校区のスポーツ人口が大人も子どもも減ってきている
ように感じます。
　「スポーツは苦手」「運動しなければいけないのはわかって
るんだけど…」という方をいかにクラブの活動に参加いただ
くようにしていくかが大事だと思っています。
　魅力的なスポーツクラブを今後も引き続き目指し、頑張っ
ていきたいです！

■ クラブPR
　気軽にスポーツに参加出来るように、いつでも無料体験が出
来ます。特に低学年の子どもはあまり早くから競技を決めず、
色んなスポーツを試してもらいたいと思っております。現在9
つの種目が活動中。大人向けにも誰でも参加しやすいストレッ
チ教室や、ウォーキングなどのアウトドアイベントも企画中で
す。皆さんも、桜木ふれスポの活動にぜひご参加ください。

熊本市東区「NPO法人桜木ふれあいスポーツクラブ」
設立年月日：平成13年12月16日
クラブ理念：「青少年の健全育成」「住民の生涯スポーツの推進」「健康
で明るく人に優しいまちづくり」

事務局：〒861-2101　熊本市東区桜木2-16-25
TEL：096-365-1338　FAX：096-365-1338
MAIL：sfsc@sakuragi-furesupo.or.jp
HP：www.sakuragi-furesupo.or.jp

クラブ情報

NPO法人うとスポーツクラブ
～指定管理業務と学校との連携～　

インタビュー：副理事長兼クラブマネジャー　兼田 裕明 氏

　NPO法人うとスポーツクラブは、県南エリアで最初に設立
されたクラブで、宇土市民体育館（ecowinうとアリーナ）を
はじめとした複数のスポーツ施設の指定管理業務を行ってい
るクラブです。
　うとスポーツクラブでは、子どもから高齢者まで、総勢
951人の会員（令和2年3月末日現在）で活動をしています。
　クラブでは、小学校部活動の社会体育移行の受け皿として
も新たな取組をはじめており、指定管理施設を含めた会場を
活用しています。
■ 指定管理及び小学校運動部活動の社会体育移
　 行の流れで始まった学校施設の管理について
　社会体育施設の指定管理を仰せつかって13年目になりま
す。この間、宇土市では平成29年4月から小学校運動部活動
の社会体育移行が完全実施されました。社会体育移行検討委
員会等、当クラブも中心的な存在として取り組ませていただ
きました。
　そして、平成31年度（令和元年度）より、学校施設の社会体
育利用の受付管理を行っています。
　これは各学校が事務の煩雑さ等を避けたためと理解してい
ますが、学校施設の利用が多い当クラブとしては、自分のとこ
ろで受付ができるため、助かっています。
■ クラブが種目設定や事業実施において気を付
　 けていること
　当クラブの理念に叶うか、指導者が当クラブの指針を理解
していることが第一。
　人数等、経営として成り立つかどうかも大事なことです。
■ 拠点施設があることの効果、よいこと
　「クラブのことなら事務所で聞こう」ということが浸透して
います。
　イベントや教室の時間変更など、全て拠点施設（体育館）か
ら発信しています。
　拠点があるということは、安心感があります。
■ 今後の展望
　令和２年9月1日、スポーツ庁から「学校の働き方改革を踏
まえた部活動改革について」の文書を出されました。前々か

県 南エリア
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宇土市「NPO法人うとスポーツクラブ」
設立年月日：平成13年4月23日
クラブ理念：スポーツ環境の提供　地域づくり交流　青少年健全育成　
高齢化社会への対応　健康・体力つくりの充実

事務局：〒869-0432　宇土市旭町504
TEL：0964-23-3493　FAX：0964-23-5148
MAIL：info@uto-sc.jp　HP：http://www.uto-sc.jp/

クラブ情報

上天草市「NPO法人上天草スポーツクラブドリームズ」
設立年月日：平成14年10月1日
クラブ理念：百年先の君たちへの贈り物　今できることから創めよう

事務局：〒869-3603　上天草市大矢野町中2289（大矢野スポーツ
公園総合体育館内）　
TEL：0964-56-4701　FAX：0964-56-4702
MAIL：kamiamakusa-dreams@voice.ocn.ne.jp
HP：http://amadreams.starfree.jp/

クラブ情報

NPO法人
上天草スポーツクラブドリームズ
～スポーツを通じた健康作り～　

インタビュー：健康体操教室、卓球教室、ミニバレー教室の会員

　NPO法人上天草スポーツクラブドリームズは、平成15年
10月1日に、県内５番目のクラブとして上天草市に設立され
ました。特色は、50歳以上の会員さんが全会員数の27％と多
いことです。
　子どもから高齢者まで、総勢504人の会員（令和2年3月末
日現在）で活動をしています。
　人気プログラムは、設立後まもなく開設されたスポーツを
通じた健康増進を目的とする「不健康削りのススメ」です。現
在、本プログラムには、健康体操、ミニバレーボール、卓球、グ
ラウンドゴルフの４教室が設定され、多くのシニアの方々が
元気いっぱい活動されています。中には、複数教室に参加され
ている方もおられ、日々の生活に欠かすことができない楽し
みの一つになっているそうです。
　今回は、健康体操教室、卓球教室、ミニバレー教室で活動さ
れている方のお声をお届けします。
■ 入会の動機
　会員の声としては、健康維持・体調管理、ストレス解消、退職
後の運動不足解消や体力増強といった健康面を考慮しての動
機もあれば、活動されている方の口コミ、クラブ通信を見て、
友達や知人の楽しそうな活動ぶりを見て入会を決めたという

方もいます。
■ 継続年数（入会前も含めて）　
　入会間もない方から２か月、５年、10年、20年、50年以上
とかなりの幅がありますが、経験年数に関係なくそれぞれの
個性、レディネスに応じて楽しめているそうです。
■ 長続きの理由
　会員の声：「活動が楽しい」「仲間が増えて会話も楽しい」と
いった声や、「指導者のおかげで上達している」という達成感
を感じている会員も多いようです。
　また、「生活リズムが一定する」「体調がよく健康を実感でき
ている」「病院通いがなくなった」という健康面への良い影響
も感じている方が多く、楽しく健康づくりをされていること
が伺えます。
■ 活動の成果
　会員の声：参加者には「体
調がよい」「体重が減少し
た」「熟睡できる」といった
効果もあり、さらに、「体力
が付き、他の教室にも参加
できるようになった」「活動
を継続できているので健康
で食欲旺盛となった」「老化
に負けない身体づくりがで
きる」といった変化が見ら
れたり、友達・仲間が増えた
り、他の趣味も増えたりと
いった｢不健康削りのスス
メ｣による豊かな生活の実
現化が図られているようで
す。笑うことで精神的にも
楽しめたり、リラックスで
きるという声もあり、活動
日を楽しみにしている方々ばかりであることが伺えます。
■ 健康面への影響
　会員の声：「医療費が全くいらない」「風邪をひかなくなっ
た」「筋肉の強化」「血圧の安定」「健康診断の結果がよくなっ
た」という声があり、日常的に定期活動に参加されることで確
実に健康面への良い影響が出ているようです。
■ 今後の目標
　会員の声：運動することの素晴らしさが自分の体でよくわ
かり、今後も末永く動ける間は足を運びたい。
　休まずに長く続けたい。みんなと１年でも長くできるよう
にしたい。健康のために続けたい。
■ クラブＰＲ
　「百年先の君たちへの贈り物　今できることから創めよう」
というスローガンのもと、子どもたちから高齢者まで幅広い年
齢層で各年代や目的に応じた参加しやすいプログラムや大会
を実施しています。また、スポーツ活動の他に、「夏祭り」や「ど
んどや」など地域住民との交流を図りながら、季節行事を通し
て、地域の活性化へも取組んでいます。

ら小学校に限らず中学校
も、との話は出ていまし
たが、いよいよ本格的に
動き出したようです。
　当クラブでは既にこの
動きを見越した種目も活
動中ですが、本腰を入れ
てこの問題に取り組んでいこうと思っております。
■ クラブＰＲ
　当クラブでは、52のクラスがあります。全てではありませ
んが、同じ種目でも気軽に楽しむクラスとアスリートクラス
（競技力向上を目指したクラス）等、会員のニーズに合ったプ
ログラムを展開しています。
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アクティブ・チャイルド・プログラムについての詳細は
日本スポーツ協会＜JSPO＞公式サイト

https:ｗｗｗ.japan-sports.or.jp

子どもたちが楽しみながら積極的にからだを動かせるそれがアクティブ
・チャイルド・プログラム（ACP）です。日本スポーツ協会は、子どもが発
達段階に応じて身につけておくことが望ましい動きを習得する運動プロ
グラムとして、アクティブ・チャイルド・プログラムを開発しました。

昨年度の本県普及促進研修会の様子

日本スポーツ協会では、研修会・講師講習
会・講師講習会受講修了者ブラッシュアップ
セミナー等の指導者育成も行われています。
なお本県では、12月期に普及促進研修会を開
催予定としております。興味のある方は、熊
本県スポーツ協会ウェブサイトの【お知らせ】
欄をチェックしてください。

幼児期
からのアクティブ・チャイルド・プログラム

子どもの体力・身体活動の
現状やからだを動かす
ことの重要性

遊びプログラムの
具体例として運動遊びや
伝承遊び

身体活動の習慣化を
促すアプローチとして、
ポイントや実践例

多様な動きを身につける
ことの重要性や動きの質の
とらえ方

子

達達

実践例

身身
促
ポ
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実施日：9月30日（水）15：00～16：00
実施申請団体：阿蘇市教育委員会
会場：一の宮小学校まどか学童クラブ
派遣講師：西田　良活

実施日：10月19日（月）16：00～17：00 
実施申請団体：NPO法人A-lifeなんかん
会場：南関町立南関第一小学校・学童クラブ
派遣講師：松﨑　貴美子

実施日：10月7日（水）17：00～18：30 
実施申請団体：田迎スポーツクラブ
会場：熊本市立田迎小学校運動場
派遣講師：松﨑　貴美子

実施日：10月6日（火）15：30～16 ：45 
実施申請団体：いきいきジュニアクラブ
会場：五木村立五木東小学校体育館
派遣講師：中尾　雄一

実施日：10月5日（月）16：00～17：00 
実施申請団体：NPO法人A-lifeなんかん
会場：なごみ学童クラブ運動場（菊水中央小学校）
派遣講師：小川　正希

実施日：10月12日（月）10：00～11：00 
実施申請団体：NPO法人A-lifeなんかん
会場：なごみ学童クラブ運動場（菊水中央小学校）
派遣講師：齋籐　久允

実施日：10月15日（木）
①14：05～14：50・②15：10～15：55
実施申請団体：熊本市立奥古閑小学校
会場：奥古閑小学校体育館
派遣講師：立山　明佐子
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100円募金のお願い
　本会は、「スポーツが持つ限りない力を最大限に生かし、明るく豊かで健康的な活力ある熊本づくり」を目指
し、加盟団体や関係機関と連携しながら、スポーツの社会的な役割を果たすべく、本県のスポーツ振興に寄与す
る活動を行っております。
　本会と本会に加盟する７２団体は協同で、自助努力に努めながらスポーツに親しむことができる環境の整備
を行う『地域スポーツの振興』、県民に夢や希望を与えることができるトッ
プアスリートの養成を行う『競技力の向上』、心身ともに健やかな子ど
もの育成に努める『スポーツによる青少年の健全育成』の各事業に
精力的に取り組んでいます。
　引き続き、スポーツに対する安定した財政基盤を確保し、ス
ポーツ文化の向上とスポーツの社会的な貢献を果たしてい
くため、「１００円募金活動」を通じて、広く県民の皆様に
スポーツに対する御理解と御支援をいただきながら、本
県スポーツの更なる発展のため力を注いで参ります。
　何卒、御協力を賜りますようよろしくお願い申し上げ
ます。
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小さな掛金、大きな補償

文化活動、レクリエーション、ボランティア、地域活動などでもご加入できます
スポーツ安全保険 Ⓡ

賠償責任保険傷害保険 突然死葬祭費用保険

　 名以上の団体・グループで
ご加入ください

団体・グループでの活動中の事故／往復中の事故
2020年4月1日午前0時から2021年3月31日午後12時まで（申込受付は2020年3月から）

傷害補償は、死亡2,000万円、後遺障害3,000万円を最高に、活動内容・年齢によって異なります
詳しくは、ホームページなどをご覧ください

掛金（1人年額800円～1,850円）は、活動内容・年齢によってご選択いただく加入区分ごとに異なります

対象となる事故

保険期間

補償内容

掛金
ただし、危険度の高いスポーツを補償する区分は11,000円

電話受付時間　午前8時30分～午後5時（土、日、祝日を除く。）

〒861-8012 熊本市東区平山町2776　
県民総合運動公園 陸上競技場熊本県支部

096-213-9015
〈熊本県体育協会内〉

2019年12月作成　19-T05158

〈引受幹事保険会社〉
東京海上日動火災保険株式会社
担当課：公務第2部 文教公務室

〈共同引受保険会社（2020年4月予定）〉

TEL 03-3515-4346（平日9：00～17：00）この広告はスポーツ安全保険（スポーツ安全保険特約書に基づく傷害保険（スポーツ安全協会傷害保険特約・スポー
ツ安全協会傷害保険特約（学校管理下外担保）・突然死葬祭費用担保特約付帯普通傷害保険）、賠償責任保険（ス
ポーツ安全協会賠償責任保険特約等付帯施設賠償責任保険及びスポーツ安全協会傷害保険特約（学校管理下外担
保）付帯普通傷害保険賠償責任担保条項））の概要についてご紹介したものです。ご加入の際には、必ず「スポーツ安
全保険のあらまし」および「重要事項説明書」をよくお読みください。詳細は保険約款および特約書によりますが、ご
不明の点がございましたら（公財）スポーツ安全協会または東京海上日動火災保険（株）までお問い合わせください。

あいおいニッセイ同和　共栄火災
損保ジャパン日本興亜　大同火災　東京海上日動　
日新火災　三井住友海上　AIG損保

検索スポーツ安全保険
保険の詳しい内容、資料の請求は、
ホームページをご覧ください。

※インターネットからも加入受付をおこなっております。




